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11月
水の道を拓く 長夘平伝　大賞を受賞
『布で遊ぶおひさまの会』

1

　

そ
よ
お

2
0
0

年
前
、
江

代
時
戸

の

お
話

。
す
で

　

の
ろ
こ
の
そ

粕

町
屋

は
田
畑
を
潤

す
水
が
足

た
、
ず
り

め
池
を
造

に
こ

流

む
こ
れ

水
が

無

、
め
た
い

水

足
不

は
一
向

な
く
よ
に

。
た
し
で
ん
せ
ま
り日

照

が
り

続

と
く

田
植

が
え

終

稲
が
育

。
ん
せ
ま
ち

　

　

で
こ
そ

戸
原
に

む
住

長

平
夘

ん
さ

、
は

新

く
し

造

れ
ら

た
新

間
大

池
に
米
の

山
や
若

山
杉

の
豊
富

る
で
き
わ
に

谷
川
の

水
を
引

と
こ
む
こ
き

を
思

で
の
た
い
つ
い

。
す

全
長
4

ロ
キ

水
路
を
引

と
こ
く

、
は

当
時

て
と
は
で

も
考

い
な
れ
ら
え

難

事
工

。
た
し
で

　

　
夘
平

、
は
ん
さ

篠
栗
の
農
家
の
人
々

を
訪

、
て
ね

水
をに

う
よ
る
え
ら
も毎

日
毎
日

頼

で
ん

歩

。
た
し
ま
き

田
畑
に

水

は
き
と
く
ひ
を

水

権
利

の
持
ち
主
の

許
可
が
必
要

し
で

う
と
う
と
。
た

全
員

の
許
可

て
え
ら
も
が

工
事
は
始

し
ま
り
ま

。
た　

「

明

が
り
か

見

」
ぞ
た
えが

ル
ネ
ン
ト
「

通
じ

1
8
2
1

年
夘
平

ん
さ

達
の
汗

と
涙
の
結
晶

る
あ
で

井
山

つ
は
ル
ネ
ン
ト

に
い

完
成

し
ま
し

、
は
に
こ
そ
。
た

人

を
信
じ
苦
労
を
共
に

た
れ
く
て
し

人
々
へ

の
感
謝
の
涙
に
暮

も
で
ま
つ
い
、
れ

手

を
合

せ
わ

続

る
け

年

老

た
い

夘
平

の
ん
さ

姿

。
た
し
ま
り
あ
が

2

34

56

78

　

て
し
う
こ

工
事
は

再
開

。
た
し
ま
れ
さ

も
ト
イ
マ
ナ
イ
ダ掘

機
削

せ
ま
り
あ
も

の
ク
ソ
ウ
ロ
。
ん

灯

を
り

頼

と
ミ
ノ
に
り

で
チ
ツ

固
い
岩
盤
に

立
ち
向

。
す
ま
い
か

夘
平

『
は
ん
さ

2
万

人
の
命
を
救

と
こ
うは

の
る
き
で
が

我
々

と
』
だ
け
だ

雨
の
日

も
風
の
日
も
励

し
ま

続

。
た
し
ま
け

　
1
8
1
5
年
に

始

水
路
の

工
事

、
は

1
8
2
4

年
、
夘
平

が
ん
さ

66

歳
の
時
に
完
成

ま
し

。
た
し

豊

な
か

水
量

は
新

池
間
大

は
を

、
め
じ

古

池
間
大

、

敷

池
縄

に
ら
さ
、

駕

池
丁
与

と
へ

流
れ

込

、
み

多

め
た
の
く

池
を
潤

な
に
と
こ
す

で
れ
こ
。
た
し
ま
り粕

屋
の
人
々

ち
も
は

の
そ
ん
ろ

周
辺
の

村
々
も
救

の
た
れ
わ

。
す
で

　群
馬
県
桐
生
市
で
11
月
に
開
か

れ
た
「
第
8
回
手
づ
く
り
布
の
絵

本
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
〜
布
地
は
母

親
の
肌
に
つ
ぐ
第
2
の
出
会
い
〜
」

で
、
最
高
賞
の
織
物
の
ま
ち
大
賞

に
、
粕
屋
町
で
活
動
す
る
布
絵
本

の
団
体
「
布
で
遊
ぶ
お
ひ
さ
ま
の

会
」
が
制
作
し
た
「
水
の
道
を
拓

く

　長
夘
平
伝
」
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、「
布
の

絵
本
の
原
材
料
に
な
る
織
物
の
産

地
で
、
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
き
た
い
」

と
1
9
9
9
年
、
全
国
初
の
試
み

と
し
て
桐
生
市
で
ス
タ
ー
ト
し
た

も
の
で
す
。
今
回
は
全
国
か
ら
75

点
（
団
体
49
点
・
個
人
26
点
）
の

ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
力
作
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　大
賞
に
輝
い
た
「
水
の
道
を
拓

く

　長
夘
平
伝
」
の
作
品
は
平
成

19
年
の
図
書
館
祭
り
「
布
の
絵
本

一
針
体
験
」
で
、
お
ひ
さ
ま
の
会

の
会
員
と
一
針
体
験
を
さ
れ
た
町

民
な
ど
あ
わ
せ
て
4
5
8
名
の
手

に
よ
り
制
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　今
で
も
田
畑
を
潤
し
続
け
る
水

の
道
を
造
っ
た
粕
屋
町
の
偉
人
、

長
夘
平
さ
ん
の
伝
記
を
一
針
一
針

協
力
し
て
縫
い
上
げ
ま
し
た
。
こ

の
布
絵
本
は
現
在
、
粕
屋
町
の
小

学
校
の
教
材
と
し
て
も
使
わ
れ
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　受
賞
さ
れ
た
「
布
で
遊
ぶ
お
ひ

さ
ま
の
会
」
は
、
読
書
へ
の
第
一

歩
と
な
る
触
れ
る
布
絵
本
の
温
か

さ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
粕
屋
町
立
図
書
館
で
行
わ

れ
る
一
針
体
験
の
協
力
や
布
絵
本

講
座
の
講
師
な
ど
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
会
で
制
作
さ

れ
た
布
絵
本
や
布
お
も
ち
ゃ
は
思

わ
ず
手
に
と
り
た
く
な
る
よ
う
な

か
わ
い
い
作
品
ば
か
り
で
、
図
書

館
に
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
心
が
ほ
っ
と
あ
た

た
ま
る
や
さ
し
い
作
品
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
ね
。

　　会
員
と
し
て
、

ま
た
体
験
で
針
を

取
っ
て
く
だ
さ
っ

た
方
4
5
8
名
の

皆
さ
ま
の
力
と
心

が
こ
の
受
賞
に
繋

が
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
改
め
て

心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

「
布
で
遊
ぶ
お
ひ
さ
ま
の
会
」
か
ら

　

、
が
ろ
こ
と

途
中

る
あ
に

山

ネ
ン
ト
の

ル
工
事
が
固
い
岩
盤

り
よ
に

一
向
に
進
ま

、
ず

資
金
も
使

は
い

し
ま
い
ま
し
て
し
た

。
た

村
人
も
工
事
を

、
き
い
て
め
や

夘
平

は
ん
さ

福

藩
岡

の

役
所
や
有

者
力

に
助

を
け

求

た
し
ま
め

、
が

誰
も
相
手

し
に。

ん
せ
ま
れ
く
て

　
困
り
果

た
て

夘
平

は
ん
さ

同
じ
村

出
身
の
博
多
の
豪
商

立

明
久
石

を
訪
ね

。
す
ま

久
明

ん
さ

、
は

人

に
め
た
の

尽

る
す
と
う
そ
く

夘
平

の
ん
さ

勇
気

る
あ

行
動
と
情
熱
に
感
動

て
し

数

両
万

に
及
ぶ

資
金
援
助
を
約
束
し

。
た
し
ま

今

お
の

金

で
数
十
億
円

の
も

大
金

。
す
で

広報かすや 2014.2｜P2P3｜広報かすや 2014.2
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第34回粕屋町人権を尊重する町民のつどい
　　　　　　　　　　　／きらめきコンサート

育てよう　思いやりの心

Town  topics

13
12

鶴寿のお祝い
100歳おめでとうございます

おめでとうございます

　
12
月
13
日
に
、
乙
仲
原
東
区
の
野
上
キ
サ
さ
ん

が
、百
歳
の
誕
生
日
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

大
変
お
め
で
た
く
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
当
日
、
百
歳
の
ご
長
寿
を
お
祝
い
し
て
、
因
町

長
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
齋
藤
事
務
局
長
が
お
祝

い
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
野
上
さ
ん
は
少

し
照
れ
な
が
ら
も
笑
顔
で
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。」
と
答
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
誕
生
日

当
日
は
、
ひ
孫
さ
ん
を
含
め
た
４
世
代
の
ご
家
族

が
集
ま
り
お
祝
い
さ
れ
、
と
て
も
幸
せ
そ
う
に
満

面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
健
や
か
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
粕
屋
町
で
は
、
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、「
人
権
週
間
」「
障

害
者
週
間
」
に
あ
た
る
12
月

8
日
（
日
）
に
サ
ン
レ
イ
ク

か
す
や
に
お
い
て
「
人
権
を

尊
重
す
る
町
民
の
つ
ど
い
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
5
0
0
名
を
超
え
る
参
加

者
の
も
と
、
前
半
は
人
権
優

秀
作
品
と
あ
い
さ
つ
運
動
優

秀
作
品
の
表
彰
並
び
に
、
作

文
の
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
後
半
は
J
O
Y
倶
楽
部
に

よ
る
「
き
ら
め
き
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き

ま
し
た
。
J
O
Y
倶
楽
部
の

メ
ン
バ
ー
は
、
知
的
障
が
い

と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越

え
、
素
晴
ら
し
い
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
、
美
し
い
演
奏
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
2
階
ロ
ビ
ー
と
多

目
的
ホ
ー
ル
で
は
、
標
語
・

ポ
ス
タ
ー
の
優
秀
作
品
や
「
人

権
の
花
パ
ネ
ル
」
の
展
示
及

び
障
が
い
者
団
体
に
よ
る
バ

ザ
ー
や
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

も
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

TOWN TOPICS INKASUYAまちのわだい　2月号Town  topics

 1
12

民生委員・児童委員が改選されました
地域の身近な相談相手

　
3
年
に
一
度
の
全
国
一
斉
改
選

に
よ
り
、
平
成
25
年
12
月
1
日
付

け
で
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
改

選
さ
れ
ま
し
た
。
民
生
委
員
・
児

童
委
員
は
常
に
皆
さ
ま
の
立
場
に

立
っ
て
、
地
域
福
祉
に
関
す
る
相

談
や
、
そ
の
他
様
々
な
支
援
活
動

を
行
っ
て
く
だ
さ
る
方
で
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

粕
屋
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員

大
　
隈

上
大
隈

江
辻
上

江
辻
下

戸
原
南

戸
原
北

長
者
原
上
1

長
者
原
上
2

長
者
原
中
東

長
者
原
中
西

長
者
原
下
東

長
者
原
下
西

内
橋
一

内
橋
二

内
橋
三

朝
　
日

長
　
戸

酒
　
殿

甲
仲
原
東

甲
仲
原
西

花
ヶ
浦
東

八
尋
　
徳
秀

中
村
　
シ
ヅ
江

山
野
　
万
里
子

松
永
　
深
雪

平
山
　
利
則

長
　
千
鶴
子

嘉
本
　
祐
子

佐
藤
　
敏
幸

藤
　
利
行

渋
田
　
慶
子

隈
元
　
英
彦

大
内
田
　
し
の
ぶ

上
村
　
彰
三

俣
木
　
嘉
子

上
廣
　
多
賢

藤
田
　
榮
子

小
林
　
百
合
子

石
橋
　
俊
男

小
西
　
美
佐
代

伴
　
世
津
子

中
濱
　
幸
子

花
ヶ
浦
西

乙
仲
原
東
1

乙
仲
原
東
2

乙
仲
原
西
1

乙
仲
原
西
2

若
宮
東

若
宮
西

原
町
東

原
町
西

阿
　
恵

柚
須
東

柚
須
西

サ
ン
ラ
イ
フ

駕
輿
丁

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

担
当
地
区  

　
氏
名
（
敬
称
略
）

吉
柳
　
哲
二

箱
田
　
信
子

山
田
　
照
子

吉
村
　
美
知
子

松
井
　
綾
子

伴
　
千
代
子

内
田
　
三
根
子

田
島
　
由
美

田
代
　
い
く
子

藤
野
　
清
香

後
藤
　
秀
喜

岩
田
　
日
出
人

中
川
　
和
子

大
庭
　
由
美

森
　
玲
子

原
田
　
達
夫

担
当
地
区  

　    

氏
名
（
敬
称
略
）

　
今
回
の
改
選
で
、
20
名
の
方
々
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

上
大
隈

江
　
辻

戸
原
南

長
者
原
上
2

長
者
原
中
東

長
者
原
中
西

長
者
原
下
東

長
者
原
下
西

酒
　
殿

花
ヶ
浦
西

乙
仲
原
東
2

乙
仲
原
西
1

若
宮
東

若
宮
西

原
町
東

原
町
西

柚
須
東

柚
須
西

駕
輿
丁

主
任
児
童
委
員

中
村
　
邦
子

松
永
　
喜
代
子

長
　
清
孝

高
栁
　
あ
け
み

都
甲
　
壹
子

石
川
　
秋
吉

三
宅
　
正
治

永
野
　
哲
哉

安
河
内
　
康
志

赤
松
　
登
美
子

濱
津
　
泉

末
若
　
直
江

安
部
　
輝
彦

柴
田
　
日
出
子

大
津
　
喜
代
美

長
　
志
摩
子

橘
　
祥
貢

原
　
加
代
子

園
木
　
一
海

安
河
内
　
正
樹

担
当
地
区  

　   

　
氏
名
（
敬
称
略
）

長
い
間

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

以
上
37
名
の
方
々
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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Town  topics

8
12

第34回粕屋町人権を尊重する町民のつどい
　　　　　　　　　　　／きらめきコンサート

育てよう　思いやりの心

Town  topics

13
12

鶴寿のお祝い
100歳おめでとうございます

おめでとうございます

　
12
月
13
日
に
、
乙
仲
原
東
区
の
野
上
キ
サ
さ
ん

が
、百
歳
の
誕
生
日
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

大
変
お
め
で
た
く
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
当
日
、
百
歳
の
ご
長
寿
を
お
祝
い
し
て
、
因
町

長
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
齋
藤
事
務
局
長
が
お
祝

い
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
野
上
さ
ん
は
少

し
照
れ
な
が
ら
も
笑
顔
で
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。」
と
答
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
誕
生
日

当
日
は
、
ひ
孫
さ
ん
を
含
め
た
４
世
代
の
ご
家
族

が
集
ま
り
お
祝
い
さ
れ
、
と
て
も
幸
せ
そ
う
に
満

面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
健
や
か
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
粕
屋
町
で
は
、
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、「
人
権
週
間
」「
障

害
者
週
間
」
に
あ
た
る
12
月

8
日
（
日
）
に
サ
ン
レ
イ
ク

か
す
や
に
お
い
て
「
人
権
を

尊
重
す
る
町
民
の
つ
ど
い
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
5
0
0
名
を
超
え
る
参
加

者
の
も
と
、
前
半
は
人
権
優

秀
作
品
と
あ
い
さ
つ
運
動
優

秀
作
品
の
表
彰
並
び
に
、
作

文
の
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
後
半
は
J
O
Y
倶
楽
部
に

よ
る
「
き
ら
め
き
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き

ま
し
た
。
J
O
Y
倶
楽
部
の

メ
ン
バ
ー
は
、
知
的
障
が
い

と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越

え
、
素
晴
ら
し
い
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
、
美
し
い
演
奏
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
2
階
ロ
ビ
ー
と
多

目
的
ホ
ー
ル
で
は
、
標
語
・

ポ
ス
タ
ー
の
優
秀
作
品
や
「
人

権
の
花
パ
ネ
ル
」
の
展
示
及

び
障
が
い
者
団
体
に
よ
る
バ

ザ
ー
や
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

も
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

TOWN TOPICS INKASUYAまちのわだい　2月号Town  topics

 1
12

民生委員・児童委員が改選されました
地域の身近な相談相手

　
3
年
に
一
度
の
全
国
一
斉
改
選

に
よ
り
、
平
成
25
年
12
月
1
日
付

け
で
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
改

選
さ
れ
ま
し
た
。
民
生
委
員
・
児

童
委
員
は
常
に
皆
さ
ま
の
立
場
に

立
っ
て
、
地
域
福
祉
に
関
す
る
相

談
や
、
そ
の
他
様
々
な
支
援
活
動

を
行
っ
て
く
だ
さ
る
方
で
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

粕
屋
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員

大
　
隈

上
大
隈

江
辻
上

江
辻
下

戸
原
南

戸
原
北

長
者
原
上
1

長
者
原
上
2

長
者
原
中
東

長
者
原
中
西

長
者
原
下
東

長
者
原
下
西

内
橋
一

内
橋
二

内
橋
三

朝
　
日

長
　
戸

酒
　
殿

甲
仲
原
東

甲
仲
原
西

花
ヶ
浦
東

八
尋
　
徳
秀

中
村
　
シ
ヅ
江

山
野
　
万
里
子

松
永
　
深
雪

平
山
　
利
則

長
　
千
鶴
子

嘉
本
　
祐
子

佐
藤
　
敏
幸

藤
　
利
行

渋
田
　
慶
子

隈
元
　
英
彦

大
内
田
　
し
の
ぶ

上
村
　
彰
三

俣
木
　
嘉
子

上
廣
　
多
賢

藤
田
　
榮
子

小
林
　
百
合
子

石
橋
　
俊
男

小
西
　
美
佐
代

伴
　
世
津
子

中
濱
　
幸
子

花
ヶ
浦
西

乙
仲
原
東
1

乙
仲
原
東
2

乙
仲
原
西
1

乙
仲
原
西
2

若
宮
東

若
宮
西

原
町
東

原
町
西

阿
　
恵

柚
須
東

柚
須
西

サ
ン
ラ
イ
フ

駕
輿
丁

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

担
当
地
区  

　
氏
名
（
敬
称
略
）

吉
柳
　
哲
二

箱
田
　
信
子

山
田
　
照
子

吉
村
　
美
知
子

松
井
　
綾
子

伴
　
千
代
子

内
田
　
三
根
子

田
島
　
由
美

田
代
　
い
く
子

藤
野
　
清
香

後
藤
　
秀
喜

岩
田
　
日
出
人

中
川
　
和
子

大
庭
　
由
美

森
　
玲
子

原
田
　
達
夫

担
当
地
区  

　    

氏
名
（
敬
称
略
）

　
今
回
の
改
選
で
、
20
名
の
方
々
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

上
大
隈

江
　
辻

戸
原
南

長
者
原
上
2

長
者
原
中
東

長
者
原
中
西

長
者
原
下
東

長
者
原
下
西

酒
　
殿

花
ヶ
浦
西

乙
仲
原
東
2

乙
仲
原
西
1

若
宮
東

若
宮
西

原
町
東

原
町
西

柚
須
東

柚
須
西

駕
輿
丁

主
任
児
童
委
員

中
村
　
邦
子

松
永
　
喜
代
子

長
　
清
孝

高
栁
　
あ
け
み

都
甲
　
壹
子

石
川
　
秋
吉

三
宅
　
正
治

永
野
　
哲
哉

安
河
内
　
康
志

赤
松
　
登
美
子

濱
津
　
泉

末
若
　
直
江

安
部
　
輝
彦

柴
田
　
日
出
子

大
津
　
喜
代
美

長
　
志
摩
子

橘
　
祥
貢

原
　
加
代
子

園
木
　
一
海

安
河
内
　
正
樹

担
当
地
区  

　   

　
氏
名
（
敬
称
略
）

長
い
間

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

以
上
37
名
の
方
々
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広報かすや 2014.2｜P4P5｜広報かすや 2014.2



Town  topics

 12
1

平成26年粕屋町消防団　消防出初式
地域防災力のかなめ

晴れれやかに成人式
おめでとう二十歳

Town  topics

 12
1

TOWN TOPICS INKASUYAまちのわだい　2月号

　新
春
の
恒
例
行
事
で
あ
る
粕
屋
町

消
防
団
消
防
出
初
式
が
1
月
12
日

（
日
）に
粕
屋
中
央
小
学
校
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　当
日
は
冷
え
込
み
、寒
い
な
か
で
の

式
と
な
り
ま
し
た
が
、消
防
団
員
の
凛

と
し
た
顔
で
行
進
す
る
姿
や
、規
律
あ

る
操
法
演
習
の
姿
を
見
て
、粕
屋
町
消

防
団
を
と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　因 

団
長
は
、「
住
民
が
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
す
た
め
、訓

練
の
充
実
、防
火
・
防
災
の
予
防
活
動

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、団
員
の
士

気
高
揚
と
魅
力
あ
る
消
防
団
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。」と
抱
負

を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
粕
屋
町
民
の
生
命
と

身
体
及
び
財
産
を
守
る
た
め
、ご
活
躍

を
お
願
い
し
ま
す
。

　な
お
、出
初
式
に
て
下
記
の
と
お
り

表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

福
岡
県
消
防
協
会
表
彰

▽
表
彰
旗

　
　粕
屋
町
消
防
団

▽
永
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰

　（15
年
以
上
表
彰
）

　
　長

　
　芳
浩（
第
4
分
団
）

　
　白
石
健
太
郎（
第
6
分
団
）

　
　安
川

　典
行（
第
6
分
団
）

　
　岡
村

　彰
久（
第
6
分
団
）

　
　松
浦

　義
光（
第
7
分
団
）

　
　西
嶋

　裕
久（
第
10
分
団
）

　
　井
上

　陽
平（
第
13
分
団
）  

　（10
年
以
上
表
彰
）

　
　八
尋

　正
邦（
第
1
分
団
）

　
　斉
藤

　文
吾（
第
2
分
団
）

　
　長
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第
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﨑
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憲（
本
部
分
団
）

　
　荻
原

　
　豪（
本
部
分
団
）

▽
優
良
消
防
団
員
表
彰

　
　長

　
　憲
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団
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）
　

　平
成
26
年
粕
屋
町
成
人
式
が
1
月
12
日(

日
）、サ
ン

レ
イ
ク
か
す
や
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
は
、町
内
で

3
8
4
人
の
新
成
人
が
誕
生
し
、式
典
に
は
真
新
し
い

ス
ー
ツ
や
羽
織
袴
、色
鮮
や
か
な
振
り
袖
姿
の
新
成
人

2
9
8
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　式
典
の
中
で
、因
町
長
か
ら
新
成
人
の
皆
さ
ん
に「
二

十
歳
に
な
り
ま
す
と
、一
人
の
大
人
と
し
て
認
め
ら
れ
、

社
会
の
一
員
と
し
て
、貴
重
な『
権
利
』と
、そ
れ
に
併
せ

て
果
た
す
べ
き『
義
務
』を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。社

会
人
と
し
て
の
責
任
と
自
覚
を
持
っ
た
行
動
を
と
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
若
さ
と
行
動
力

に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
、輝
か
し
い
栄
え
あ
る
門
出

を
祝
福
い
た
し
ま
す
。」と
激
励
の
こ
と
ば
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　そ
れ
に
応
え
、新
成
人
を
代
表
し
て
乙
仲
原
東
区
の

松
本
漱
麿
さ
ん
が
、「
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、家
族
、地
域
の
皆
さ
ま
、そ
し
て
今
、進
む
道
は

違
え
ど
共
に
切
磋
琢
磨
し
て
き
た
同
窓
の
仲
間
た
ち
の

お
蔭
だ
と
思
い
、こ
の
場
で
は
伝
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
感

謝
の
気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
で
す
。次
世
代
を
担
う
若
者
と

し
て
粕
屋
町
か
ら
福
岡
県
、日
本
、世
界
へ
と
羽
ば
た
き

社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う

な
立
派
な
存
在
に
な
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま

す
。」と
、力
強
い
決
意
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　式
典
終
了
後
も
会
場
は
、

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
旧

友
や
恩
師
ら
と
記
念
撮
影

を
し
た
り
、近
況
や
思
い

出
話
を
し
た
り
と
、た
く

さ
ん
の
晴
れ
や
か
な
笑
顔

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ホストファミリー募集春季企画「粕屋ひなまつり展」「ひな人形づくり教室」開催

　平安時代に起源を持ち、江戸時代に一般定着したひなまつり。その歴史的背景や各地に伝えられて
いるひなまつりを紹介いたします。
　また、折り紙や布を使い、子どもから大人まで楽しめる「ひな人形づくり教室」を開催いたしますので、
多数のご参加をお待ちしております。

問合せ　粕屋町社会教育課 (歴史資料館 ) ☎939-2984

　2月は、児童手当の 2月期（10月、
11月、12月、1月分）の支払月です。
2月 10日（月）に、個人口座振り込み
で支給します。

問合せ　粕屋町総合窓口課児童手当担当
☎938-2311 内線 419

児童手当受給者の皆さんへ

みんなで
　かぜ予防

粕屋ひなまつり展
　開催期間　2 月 21 日 ( 金 ) ～ 3月 23 日 ( 日 )
　　　　　　（なお、期間中の毎週月曜日と、3月 22 日 ( 土 ) は休館日です）
　開催時間　午前 10時～午後 5時
　開催場所　粕屋フォーラム 2階　展示室

「ひな人形づくり教室」参加者募集
　開 催 日　2 月 22 日 ( 土 )
　内　　容
　　☆こどもの部（小学生まで）・・・午前 10時 30 分～正午
　　　折り紙を使った「ひな人形」づくりです。
　　　　【お持ちいただくもの】のり・はさみ・色えんぴつ
　　☆一 般 の 部（中学生以上）・・・午後 1時 30 分～午後 3時 30 分
　　　布を使った「ひな人形」づくりです。
　　　　【お持ちいただくもの】裁縫道具一式、材料費 (500円程度 )
　開催場所　
　　粕屋フォーラム 2階　視聴覚室
　募集定員
　　☆こどもの部　30 名　　※参加費は無料です。
　　　( なお、付き添いが必要なお子様につきましては、保護者の方とご一緒にご参加ください。)
　　☆一 般 の 部　30 名　　※材料費として 500 円程度を予定しています。
　募集期間
　　1月 31 日（金）から ( いずれも先着順とさせていただきます。)
　申 込 先
　　【平日】粕屋フォーラム 2階　歴史資料館　☎939-2984
　　【土日祝日】粕屋町立図書館　☎939-4646　
　　直接来館または電話にてお申し込みください。
　　（2月 15 日 ( 土）、16日 ( 日 ) は休館日ですので、受付ができません。）
　　※受付期間中の毎週月曜日と、2月 12 日 ( 水 ) から 20 日 ( 木 ) までは蔵書点検のため、
　　電話での申込みのみ受け付けます。

役場からのお知らせ

広報かすや 2014.2｜P6P7｜広報かすや 2014.2
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平成26年粕屋町消防団　消防出初式
地域防災力のかなめ

晴れれやかに成人式
おめでとう二十歳
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。
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催
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。
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の
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の
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の
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を
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て
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。

　そ
れ
に
応
え
、新
成
人
を
代
表
し
て
乙
仲
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の
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漱
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が
、「
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式
を
迎
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る
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仲
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た
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の

お
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だ
と
思
い
、こ
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場
で
は
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え
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な
い
ほ
ど
の
感

謝
の
気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
で
す
。次
世
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を
担
う
若
者
と
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て
粕
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町
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ら
福
岡
県
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と
羽
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た
き

社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う

な
立
派
な
存
在
に
な
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま

す
。」と
、力
強
い
決
意
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　式
典
終
了
後
も
会
場
は
、

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
旧

友
や
恩
師
ら
と
記
念
撮
影

を
し
た
り
、近
況
や
思
い

出
話
を
し
た
り
と
、た
く

さ
ん
の
晴
れ
や
か
な
笑
顔

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ホストファミリー募集春季企画「粕屋ひなまつり展」「ひな人形づくり教室」開催

　平安時代に起源を持ち、江戸時代に一般定着したひなまつり。その歴史的背景や各地に伝えられて
いるひなまつりを紹介いたします。
　また、折り紙や布を使い、子どもから大人まで楽しめる「ひな人形づくり教室」を開催いたしますので、
多数のご参加をお待ちしております。

問合せ　粕屋町社会教育課 (歴史資料館 ) ☎939-2984

　2月は、児童手当の 2月期（10月、
11月、12月、1月分）の支払月です。
2月 10日（月）に、個人口座振り込み
で支給します。

問合せ　粕屋町総合窓口課児童手当担当
☎938-2311 内線 419

児童手当受給者の皆さんへ

みんなで
　かぜ予防

粕屋ひなまつり展
　開催期間　2 月 21 日 ( 金 ) ～ 3月 23 日 ( 日 )
　　　　　　（なお、期間中の毎週月曜日と、3月 22 日 ( 土 ) は休館日です）
　開催時間　午前 10時～午後 5時
　開催場所　粕屋フォーラム 2階　展示室

「ひな人形づくり教室」参加者募集
　開 催 日　2 月 22 日 ( 土 )
　内　　容
　　☆こどもの部（小学生まで）・・・午前 10時 30 分～正午
　　　折り紙を使った「ひな人形」づくりです。
　　　　【お持ちいただくもの】のり・はさみ・色えんぴつ
　　☆一 般 の 部（中学生以上）・・・午後 1時 30 分～午後 3時 30 分
　　　布を使った「ひな人形」づくりです。
　　　　【お持ちいただくもの】裁縫道具一式、材料費 (500円程度 )
　開催場所　
　　粕屋フォーラム 2階　視聴覚室
　募集定員
　　☆こどもの部　30 名　　※参加費は無料です。
　　　( なお、付き添いが必要なお子様につきましては、保護者の方とご一緒にご参加ください。)
　　☆一 般 の 部　30 名　　※材料費として 500 円程度を予定しています。
　募集期間
　　1月 31 日（金）から ( いずれも先着順とさせていただきます。)
　申 込 先
　　【平日】粕屋フォーラム 2階　歴史資料館　☎939-2984
　　【土日祝日】粕屋町立図書館　☎939-4646　
　　直接来館または電話にてお申し込みください。
　　（2月 15 日 ( 土）、16日 ( 日 ) は休館日ですので、受付ができません。）
　　※受付期間中の毎週月曜日と、2月 12 日 ( 水 ) から 20 日 ( 木 ) までは蔵書点検のため、
　　電話での申込みのみ受け付けます。

役場からのお知らせ
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申込み・問合せ　粕屋町社会教育課 ☎938-1410

　今年の夏もアジア太平洋の国と地域から11歳のこどもたちが
“こども大使”として福岡にやってきます。そこで、こども大使
を家族の一員として家庭に迎え入れ、生活を共にしながら、お互
いを理解し、思いやりの気持ちを育みながら、異文化交流にチャ
レンジしようという意欲あるホストファミリーを募集します。
　「外国の文化に触れてみたい」「日本のことを紹介したい」とい
うご家庭のみなさん、世界の架け橋になってみませんか。

平成 26年度　食生活改善推進教室 受講生募集

　食生活改善推進教室では、食生活のバランスや栄養素といった基本的なことから、
食品衛生・生活習慣病の予防などを学びます。
　また、教室が終了した後は、食生活改善推進員として活動をしていただきます。
食生活改善推進員は、食を通した健康づくりの案内役として、現在約50人のメン
バーで和気あいあいと楽しく活動しています。食事や栄養について正しく学び、そ
こで得た知識をご自分の家庭や地域でのボランティア活動に活かしませんか。

問合せ　粕屋町健康づくり課 ☎938-0258

～食に関する“生きた知恵”をボランティアに活かしませんか～

平成 26年度　食生活改善推進教室のご案内

日　　時　毎月第 4木曜日（年 10回）午前 10時から 3時間程度
　　　　　　※初回：4月 24 日（木）
　　　　　　※お申し込みをされた方には、
　　　　　　　詳しい日程を後日お知らせいたします。
内　　容　講義、調理実習
場　　所　粕屋町健康センター 
受 講 料　無料
対 象 者　粕屋町にお住まいで 1年間受講された後、
　　　　   食生活改善推進員として活動していただける方
募集定員　10名　※定員になり次第締め切ります。
申 込 み　3月 28 日（金）まで

ホストファミリー大募集　　　～第26回アジア太平洋こども会議・イン福岡～　　

ホームステイ期間
　7 月 15 日（火）～ 7月 24 日（木）( 予定 )
募集期間
　第 1次締切　2月 21 日（金）
　第 2次締切　3月　4日（火）
募集家庭
　10 家庭    こども大使　8人 ( 男子 4人、女子 4人 )
　　　　　   引率者        2 人
応募要件
　こども大使受入希望の場合は、寝食を共にできるお子さんがいる家庭

　※詳細は、粕屋町ホームページの「粕屋町からのお知らせ」、若しくはアジア太平洋こども会議
　ホームページをご覧ください。

つなげます、世界の夢を。

 住居表示計画について

問合せ　粕屋町都市整備課 都市計画係 ☎938-0208

　粕屋町では、平成26年、27年に右図の区域
で住居表示の実施を計画しております。関係地
域を対象にした昨年10月の説明会では、お忙
しい中多数のご出席をいただきありがとうござ
いました。
　今後、住居表示審議会と議会を経て区域を決
定し、各年の 9 月頃に住所の表示が変更される
予定です。事業の進捗につきましては、広報や
ホームページでお知らせいたしますので、ご確
認をお願いします。
　わかりやすいまちづくりのために、みなさま
のご理解とご協力をお願いいたします。

平成 26年度　粕屋町体育施設使用団体の登録を行います

　平成 26 年度の体育施設使用団体登録申請を受
け付けます。
　粕屋町の体育施設（かすやドームを除く）を
使用する場合は団体登録が必要となりますので、
使用を希望される団体は登録をお願いいたしま
す。
登録できる団体
 ・粕屋町住民で組織されているスポーツ団体
　（8割以上が粕屋町住民であること）
 ・粕屋町内の事業所の従業員で組織されている
   スポーツ団体
　（事業所の代表者で申請すること）
   ※いずれも非営利目的のスポーツ団体である
    こと。

申請書
　・粕屋町役場社会教育課で配布
　・粕屋町ホームページよりダウンロード
申請方法
　・粕屋町役場社会教育課に直接提出
　・継続団体は福岡県電子申請サービスを
　　利用可
 　※詳細は粕屋町ホームページ「粕屋町からの
　 お知らせ」参照。
申請書提出期限　2 月 28 日（金）
 　※登録団体を対象に施設使用説明会を3月
　13日 （木）に行います。
    登録団体は必ずご出席ください。

問合せ　粕屋町社会教育課 ☎938-1410

後期高齢者の健康診査を実施しています

　福岡県後期高齢者医療制度の被保険者を対象
に、生活習慣病の予防及び早期発見・早期治療
を目的に健康診査を実施しています。
　平成25年度の受診期限 は平成26年3月31
日です。まだ受診していない方は、実施医療機
関等でお早めにご予約の上、 受診してください 。

　受診の際は、「被保険者証（保険証）」と 広域
連合が郵送した「受診票」、自己負担金500 円
が必要です。受診票が見あたらない場合は再発
行しますので、お問い合わせください 。
※生活習慣病 （糖尿病や高血圧症など） で治療
中の方は受診の対象となりません。

問合せ　福岡県後期高齢者医療広域連合 お問い合わせセンター ☎092-651-3111

役場からのお知らせ

平成 26年、27年住居表示実施予定区域図

平成27年実施予定区域

平成26年実施予定区域

福岡魁誠高校

長者原駅

大川小学校

粕屋中央
スポーツ公園

国 道
号 線201
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申込み・問合せ　粕屋町社会教育課 ☎938-1410

　今年の夏もアジア太平洋の国と地域から11歳のこどもたちが
“こども大使”として福岡にやってきます。そこで、こども大使
を家族の一員として家庭に迎え入れ、生活を共にしながら、お互
いを理解し、思いやりの気持ちを育みながら、異文化交流にチャ
レンジしようという意欲あるホストファミリーを募集します。
　「外国の文化に触れてみたい」「日本のことを紹介したい」とい
うご家庭のみなさん、世界の架け橋になってみませんか。

平成 26年度　食生活改善推進教室 受講生募集

　食生活改善推進教室では、食生活のバランスや栄養素といった基本的なことから、
食品衛生・生活習慣病の予防などを学びます。
　また、教室が終了した後は、食生活改善推進員として活動をしていただきます。
食生活改善推進員は、食を通した健康づくりの案内役として、現在約50人のメン
バーで和気あいあいと楽しく活動しています。食事や栄養について正しく学び、そ
こで得た知識をご自分の家庭や地域でのボランティア活動に活かしませんか。

問合せ　粕屋町健康づくり課 ☎938-0258

～食に関する“生きた知恵”をボランティアに活かしませんか～

平成 26年度　食生活改善推進教室のご案内

日　　時　毎月第 4木曜日（年 10回）午前 10時から 3時間程度
　　　　　　※初回：4月 24 日（木）
　　　　　　※お申し込みをされた方には、
　　　　　　　詳しい日程を後日お知らせいたします。
内　　容　講義、調理実習
場　　所　粕屋町健康センター 
受 講 料　無料
対 象 者　粕屋町にお住まいで 1年間受講された後、
　　　　   食生活改善推進員として活動していただける方
募集定員　10名　※定員になり次第締め切ります。
申 込 み　3月 28 日（金）まで

ホストファミリー大募集　　　～第26回アジア太平洋こども会議・イン福岡～　　

ホームステイ期間
　7 月 15 日（火）～ 7月 24 日（木）( 予定 )
募集期間
　第 1次締切　2月 21 日（金）
　第 2次締切　3月　4日（火）
募集家庭
　10 家庭    こども大使　8人 ( 男子 4人、女子 4人 )
　　　　　   引率者        2 人
応募要件
　こども大使受入希望の場合は、寝食を共にできるお子さんがいる家庭

　※詳細は、粕屋町ホームページの「粕屋町からのお知らせ」、若しくはアジア太平洋こども会議
　ホームページをご覧ください。

つなげます、世界の夢を。

 住居表示計画について

問合せ　粕屋町都市整備課 都市計画係 ☎938-0208

　粕屋町では、平成26年、27年に右図の区域
で住居表示の実施を計画しております。関係地
域を対象にした昨年10月の説明会では、お忙
しい中多数のご出席をいただきありがとうござ
いました。
　今後、住居表示審議会と議会を経て区域を決
定し、各年の 9 月頃に住所の表示が変更される
予定です。事業の進捗につきましては、広報や
ホームページでお知らせいたしますので、ご確
認をお願いします。
　わかりやすいまちづくりのために、みなさま
のご理解とご協力をお願いいたします。

平成 26年度　粕屋町体育施設使用団体の登録を行います

　平成 26 年度の体育施設使用団体登録申請を受
け付けます。
　粕屋町の体育施設（かすやドームを除く）を
使用する場合は団体登録が必要となりますので、
使用を希望される団体は登録をお願いいたしま
す。
登録できる団体
 ・粕屋町住民で組織されているスポーツ団体
　（8割以上が粕屋町住民であること）
 ・粕屋町内の事業所の従業員で組織されている
   スポーツ団体
　（事業所の代表者で申請すること）
   ※いずれも非営利目的のスポーツ団体である
    こと。

申請書
　・粕屋町役場社会教育課で配布
　・粕屋町ホームページよりダウンロード
申請方法
　・粕屋町役場社会教育課に直接提出
　・継続団体は福岡県電子申請サービスを
　　利用可
 　※詳細は粕屋町ホームページ「粕屋町からの
　 お知らせ」参照。
申請書提出期限　2 月 28 日（金）
 　※登録団体を対象に施設使用説明会を3月
　13日 （木）に行います。
    登録団体は必ずご出席ください。

問合せ　粕屋町社会教育課 ☎938-1410

後期高齢者の健康診査を実施しています

　福岡県後期高齢者医療制度の被保険者を対象
に、生活習慣病の予防及び早期発見・早期治療
を目的に健康診査を実施しています。
　平成25年度の受診期限 は平成26年3月31
日です。まだ受診していない方は、実施医療機
関等でお早めにご予約の上、 受診してください 。

　受診の際は、「被保険者証（保険証）」と 広域
連合が郵送した「受診票」、自己負担金500 円
が必要です。受診票が見あたらない場合は再発
行しますので、お問い合わせください 。
※生活習慣病 （糖尿病や高血圧症など） で治療
中の方は受診の対象となりません。

問合せ　福岡県後期高齢者医療広域連合 お問い合わせセンター ☎092-651-3111

役場からのお知らせ

平成 26年、27年住居表示実施予定区域図

平成27年実施予定区域

平成26年実施予定区域

福岡魁誠高校

長者原駅

大川小学校

粕屋中央
スポーツ公園

国 道
号 線201

広報かすや 2014.2｜P8P9｜広報かすや 2014.2

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ



役
場
の
人
事
異
動

実施日時　2月 13日（木）　
　　　　   （次の時間帯のうち 1 回。30 分以内）
　　　　　A　午後1時～　B　午後1時45分～
　　　　　C　午後2時30分～
場　　所　粕屋町役場
対　　象　粕屋町内在住又は在勤の個人又は団体
 　（1日 3名（組）まで）

申込方法　 ハガキ又はふくおか電子申請で2月
　　　　　7日（金）までに申請してください。
《ハガキ》住所・氏名・年齢・電話番号・参加人
数・希望時間帯を明記のうえ、投函してください。
《ふくおか電子申請》インターネットで、「粕屋
町ふくおか電子申請」を検索し、「町長と語ろ
う」の画面に従って入力してください。

問合せ　粕屋町協働のまちづくり課 ☎938-0173

町長と語ろう

　希望される方は、次のとお
り申込みください。なお、希
望者多数の場合は抽選にて決
定し、申込者には後日通知い
たします。

消費税率の引き上げに伴う上下水道料金への影響について

問合せ　粕屋町上下水道課 ☎938-0239

　国の消費税法改正により、平成 26年4月から
消費税等が 5％から 8％に引き上げられます。
　上下水道料金は、消費税等の課税対象となっ
ており消費税相当額が含まれています。そのた
め、基本料金や単価の変更はありませんが、消
費税増税分は住民の皆さまの負担増となります
ので、ご理解とご協力をお願いいたします。
　消費税の増税対象となる上下水道料金等は次
のとおりです。
　水道料金、口径別納付金 ( 給水工事申請時 )、
下水道使用料
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※消費税率引き上げの経過措置について
　水道料金、下水道使用料については、検針日
の関係から、翌月分 ( 平成 26年 5月 ) の料金か
ら増税の適用となります。( 但し、平成26年4
月1日以降に使用開始した場合は、4月から増
税の適用後の料金となります。)
　給水工事申請時に係る口径別納付金は、平成
26年4月1日以後の申請分から増税の適用とな
ります。

町長と明日の粕屋町を語りましょう 粕屋町高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定協議会の委員を募集します

問合せ　粕屋町介護福祉課 ☎938-0229

　この協議会は、粕屋町の高齢者の方が住み慣れ
た地域でいきいきと生活していくために、保健・
福祉・医療の専門家や住民の皆さんと共に高齢者
福祉事業や介護保険事業の方向性や方法を決めて
いくものです。この度、住民の皆さんのご意見を
広く反映させるために委員を募集いたします。
協議会委員の活動内容
　　年 2～3回の策定協議会に出席していただ
　き、ご意見を伺います。
募集人員
   　65歳以上の介護保険第1号被保険者 1～2
　名程度（協議会は11名程度で構成されています。）
任　　期
　平成 27年 1月 31 日まで

応募方法
　　応募理由・氏名・年齢・住所、日中連絡のつ
　く連絡先、職業を記載の上、窓口または郵送の
　いずれかでお申し込みください。
申 込 み
　粕屋町介護福祉課 
　　〒811-2392　粕屋町駕与丁一丁目１番１号
　　　　　　☎ 938-0229
　　　　   FAX 938-9522
応募期間
　2月 3日（月）～ 2月 21 日（金）
　　※応募者多数の場合は、策定協議会の趣旨に
　　沿って選考させていただきますので、ご了承
　　ください。

 「粕屋町子ども・子育て会議」の委員の追加公募をしています

問合せ　粕屋町子ども未来課 ☎938-0214

　「子ども・子育て関連 3 法」が平成 24 年 8 月
に成立し、これに基づく取り組みとして、幼児
期の学校教育・保育、地域の子ども・子育て支
援を総合的に推進する「子ども・子育て支援新
制度」が平成 27年 4月から始まる予定です。
　粕屋町では、平成 25年度から「粕屋町子ども・
子育て会議」を設置し、「粕屋町子ども・子育て
支援事業計画」の策定に向けた検討などを行っ
ています。
　「粕屋町子ども・子育て会議」の委員は、学識
経験者、子ども・子育て支援関係の事業に従事
されている方、子育て中の保護者など、子ども・
子育て支援に関係する方で構成されています。
　子育て中の保護者の方々からご意見をお伺い
するために委員を追加公募しています。

応募期限　2月 28 日（金）まで
応募できる方
　　0歳から小学生までのお子様がいる保護者
　（20歳以上）で、粕屋町に1年以上居住されて
　いる方。
任期　委嘱の日から 2年

募集人数　2名
応募方法
　　公募申込書、小論文（800字程度）を担当ま
　で郵送されるか直接お持ちください。小論文の
　テーマは『粕屋町の子育て支援における課題や
　期待』です。
　　公募申込書、小論文の様式は粕屋町子ども未
　来課でお渡しします。粕屋町ホームページから
　ダウンロードも可能です。
選考方法
　面接、書類審査となります。
会議への参加
　　「粕屋町子ども・子育て会議」を2月から3月
　に 1回、平成 26年度に 5回程度開催予定です。
申込書の送付先　
　　〒811-2392　粕屋町駕与丁一丁目１番１号
　　　　粕屋町子ども未来課
　　　　　「子ども・子育て会議」委員公募担当
その他
　　子ども・子育て支援新制度については、粕屋
　町子ども未来課までお問い合わせ下さい。

役場からのお知らせ
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実施日時　2月 13日（木）　
　　　　   （次の時間帯のうち 1 回。30 分以内）
　　　　　A　午後1時～　B　午後1時45分～
　　　　　C　午後2時30分～
場　　所　粕屋町役場
対　　象　粕屋町内在住又は在勤の個人又は団体
 　（1日 3名（組）まで）

申込方法　 ハガキ又はふくおか電子申請で2月
　　　　　7日（金）までに申請してください。
《ハガキ》住所・氏名・年齢・電話番号・参加人
数・希望時間帯を明記のうえ、投函してください。
《ふくおか電子申請》インターネットで、「粕屋
町ふくおか電子申請」を検索し、「町長と語ろ
う」の画面に従って入力してください。

問合せ　粕屋町協働のまちづくり課 ☎938-0173

町長と語ろう

　希望される方は、次のとお
り申込みください。なお、希
望者多数の場合は抽選にて決
定し、申込者には後日通知い
たします。

消費税率の引き上げに伴う上下水道料金への影響について

問合せ　粕屋町上下水道課 ☎938-0239

　国の消費税法改正により、平成 26年4月から
消費税等が 5％から 8％に引き上げられます。
　上下水道料金は、消費税等の課税対象となっ
ており消費税相当額が含まれています。そのた
め、基本料金や単価の変更はありませんが、消
費税増税分は住民の皆さまの負担増となります
ので、ご理解とご協力をお願いいたします。
　消費税の増税対象となる上下水道料金等は次
のとおりです。
　水道料金、口径別納付金 ( 給水工事申請時 )、
下水道使用料

　
1
月
1
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し

た
。

◎
昇
格
・
異
動

※

（
　
）
内
は
旧
所
属
で
す
。

■
総
務
部

【
経
営
政
策
課
】

▽
総
合
政
策
係
長
　
野
田
悠
紀(

経
営
政

策
課
主
査)

■
住
民
福
祉
部

【
介
護
福
祉
課
】

▽
介
護
保
険
係
長
　
渋
田
啓
之(

都
市
整

備
課
都
市
計
画
係
長)

■
都
市
政
策
部

【
都
市
整
備
課
】

▽
都
市
計
画
係
主
幹
　
堺
哲
弘(

経
営
政

策
課
総
合
政
策
係
主
幹)

【
環
境
生
活
課
】

▽
課
付
課
長
〈
須
恵
町
外
二
ヶ
町
清
掃
施

設
組
合
派
遣
〉
本
多
一
夫
（
上
下
水
道
課

課
長
補
佐
兼
業
務
係
主
幹
）

【
上
下
水
道
課
】

▽
課
長
補
佐
兼
業
務
係
主
幹
　
中
原
一
雄

(

介
護
福
祉
課
介
護
保
険
係
主
幹)

※消費税率引き上げの経過措置について
　水道料金、下水道使用料については、検針日
の関係から、翌月分 ( 平成 26年 5月 ) の料金か
ら増税の適用となります。( 但し、平成26年4
月1日以降に使用開始した場合は、4月から増
税の適用後の料金となります。)
　給水工事申請時に係る口径別納付金は、平成
26年4月1日以後の申請分から増税の適用とな
ります。

町長と明日の粕屋町を語りましょう 粕屋町高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定協議会の委員を募集します

問合せ　粕屋町介護福祉課 ☎938-0229

　この協議会は、粕屋町の高齢者の方が住み慣れ
た地域でいきいきと生活していくために、保健・
福祉・医療の専門家や住民の皆さんと共に高齢者
福祉事業や介護保険事業の方向性や方法を決めて
いくものです。この度、住民の皆さんのご意見を
広く反映させるために委員を募集いたします。
協議会委員の活動内容
　　年 2～3回の策定協議会に出席していただ
　き、ご意見を伺います。
募集人員
   　65歳以上の介護保険第1号被保険者 1～2
　名程度（協議会は11名程度で構成されています。）
任　　期
　平成 27年 1月 31 日まで

応募方法
　　応募理由・氏名・年齢・住所、日中連絡のつ
　く連絡先、職業を記載の上、窓口または郵送の
　いずれかでお申し込みください。
申 込 み
　粕屋町介護福祉課 
　　〒811-2392　粕屋町駕与丁一丁目１番１号
　　　　　　☎ 938-0229
　　　　   FAX 938-9522
応募期間
　2月 3日（月）～ 2月 21 日（金）
　　※応募者多数の場合は、策定協議会の趣旨に
　　沿って選考させていただきますので、ご了承
　　ください。

 「粕屋町子ども・子育て会議」の委員の追加公募をしています

問合せ　粕屋町子ども未来課 ☎938-0214

　「子ども・子育て関連 3 法」が平成 24 年 8 月
に成立し、これに基づく取り組みとして、幼児
期の学校教育・保育、地域の子ども・子育て支
援を総合的に推進する「子ども・子育て支援新
制度」が平成 27年 4月から始まる予定です。
　粕屋町では、平成 25年度から「粕屋町子ども・
子育て会議」を設置し、「粕屋町子ども・子育て
支援事業計画」の策定に向けた検討などを行っ
ています。
　「粕屋町子ども・子育て会議」の委員は、学識
経験者、子ども・子育て支援関係の事業に従事
されている方、子育て中の保護者など、子ども・
子育て支援に関係する方で構成されています。
　子育て中の保護者の方々からご意見をお伺い
するために委員を追加公募しています。

応募期限　2月 28 日（金）まで
応募できる方
　　0歳から小学生までのお子様がいる保護者
　（20歳以上）で、粕屋町に1年以上居住されて
　いる方。
任期　委嘱の日から 2年

募集人数　2名
応募方法
　　公募申込書、小論文（800字程度）を担当ま
　で郵送されるか直接お持ちください。小論文の
　テーマは『粕屋町の子育て支援における課題や
　期待』です。
　　公募申込書、小論文の様式は粕屋町子ども未
　来課でお渡しします。粕屋町ホームページから
　ダウンロードも可能です。
選考方法
　面接、書類審査となります。
会議への参加
　　「粕屋町子ども・子育て会議」を2月から3月
　に 1回、平成 26年度に 5回程度開催予定です。
申込書の送付先　
　　〒811-2392　粕屋町駕与丁一丁目１番１号
　　　　粕屋町子ども未来課
　　　　　「子ども・子育て会議」委員公募担当
その他
　　子ども・子育て支援新制度については、粕屋
　町子ども未来課までお問い合わせ下さい。

役場からのお知らせ
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の
ま
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く
り
課
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0
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粕
屋
町
で
は
、「
町
内
居
住
」・「
70
歳
以
上
」・「
高
齢
者
講
習
受
講
済
」
で
、
自
動
車
運
転
免

許
の
更
新
を
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
町
有
バ
ス
で
福
岡
自
動
車
運
転
免
許
試
験
場
ま
で
の
送
迎
を

実
施
し
ま
す
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町
民
の
皆
様
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用
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待
ち
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ま
す
。

平
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年
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26
日
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28
日
（
月
）
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月
26
日
（
金
）　
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月
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日
（
水
）

平
成
27
年

　
1
月
26
日
（
月
）　
3
月
26
日
（
木
）

1 

高
齢
者
講
習
の
受
講

　「
高
齢
者
講
習
受
講
通
知
書
」
に
記
載
の

自
動
車
教
習
所
に
電
話
等
で
直
接
予
約
し
て

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
終
了
後
に
「
高
齢
者

講
習
終
了
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
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バ
ス
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用
の
申
込
方
法

　
役
場
2
階
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
へ
直

接
又
は
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
者
講
習
実
施
自
動
車
教
習
所
の
う

ち
、
近
隣
の
「
博
多
の
森
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
」・「
東
福
岡
自
動
車
学
校
」
の
2
校

に
は
、
申
込
用
紙
を
預
け
て
お
り
ま
す
の
で

受
付
で
申
込
が
で
き
ま
す
。

3 

利
用
者
の
決
定
通
知

・
定
員
は
25
人
で
す
。（
受
付
順
）

・
バ
ス
利
用
希
望
者
が
多
い
月
も
あ
り
ま
す
。

余
裕
を
も
っ
て
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
バ
ス
代
は
無
料
で
す
。

・ 

バ
ス
利
用
者
に
は
、
運
行
日
の
１
週
間
位

前
に
電
話
に
よ
り
確
認
を
し
ま
す
の
で
、
申

込
時
に
自
宅
の
ほ
か
携
帯
電
話
等
、
複
数
の

連
絡
先
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間
　
午
後
1
時
50
分
（
午
後
2
時
出

　
　
　
発
、
午
後
4
時
頃
役
場
に
到
着

　
　
　
予
定
）

場
所
　
粕
屋
町
役
場
庁
舎
正
面
玄
関

健康なカラダづくりをめざして

健康かすや21

飲み物にご注意
甘い飲み物には、見た目以上に糖分がたくさん含まれています。
今回は、冬ならではの甘い飲み物について調べてみました。

問合せ　粕屋町健康づくり課 ☎938-0258

　大人で、砂糖は 1 日 20 グラムまでが目安と言われています。
血糖値が高めの人は、1日 10 グラムまでが目安です。
糖分のとりすぎが、虫歯や肥満につながり、糖尿病などの病気の
原因になります。
　甘い飲み物をとりすぎないように注意しましょう。

ココア
(200cc)

おしるこ
(200ｇ)

25g 38.6g

1 杯当たりの砂糖含有量

バ
ス
運
行
日

集
合
時
間
・
場
所

集
合
時
間
・
場
所

　
運
転
免
許
証
、
高
齢
者
講
習
終
了
証
明

書
、
更
新
手
数
料
（
概
ね
４
，0
0
0
円

程
度
）　

持
っ
て
く
る
物

持
っ
て
く
る
物

バ
ス
利
用
の
手
順

バ
ス
利
用
の
手
順

シリーズ　みんなを守る119

第35 回消防職員
意見発表会を開催します

　日夜住民を災害から守っている消防職員、消防
団員が災害現場で体験したこと、消防と地域社会
との関わり、消防の将来像など、「消防防災に関す
ること」をテーマに意見を発表します。
　この機会に命がけで活動しているファイヤーマ
ンが日頃感じていることを是非、お聞きください。

問合せ　粕屋南部消防組合消防本部総務課 ☎935-6388

日　時　3月 9日（日）午前 9時 30 分～
会　場　クリエイト篠栗　糟屋郡篠栗町大字尾仲 47-1
発表者　消防職員 6名・消防団員 2名
アトラクション　篠栗町吹奏楽団による演奏

入場は無料です。皆様のご来場をお待ちしており
ます。

環
境
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

く
ら
し
の
環
境

シ
リ
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ズ

☎（
9
3
8)

0
1
9
8

　問
合
せ

　粕
屋
町
環
境
生
活
課

〜
狂
犬
病
に
つ
い
て
学
ぼ
う
〜

　
狂
犬
病
は
人
に
も
感
染
す
る
ウ
イ
ル
ス

性
疾
患
で
、
主
に
犬
か
ら
か
ま
れ
て
感
染

し
ま
す
。
い
っ
た
ん
発
症
す
れ
ば
ほ
ぼ
１

０
０
％
死
に
至
る
恐
ろ
し
い
感
染
症
で

す
。

　
現
在
も
世
界
各
国
で
猛
威
を
ふ
る
い
続

け
て
い
る
病
気
で
、
年
間
５
万
人
以
上
が

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
う
ち

３
万
人
以
上
は
ア
ジ
ア
地
域
で
の
死
亡
者

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

狂
犬
病
っ
て
何
　

（
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
主
に
狂
犬
病
に
感
染
し
た
動
物
に
か
ま

れ
、
だ
液
中
の
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
侵
入

す
る
こ
と
に
よ
り
感
染
し
ま
す
。

人
は
ど
の
よ
う
に
感
染
し
ま
す
か

　
平
均
30
日
の
潜
伏
期
間
の
後
に
発
症
。

初
期
は
か
ぜ
に
似
た
症
状
で
、
不
安
感
、

恐
水
症
状
、
興
奮
、
麻
痺
、
錯
乱
な
ど
の

症
状
が
現
れ
、
そ
の
後
、
呼
吸
麻
痺
で
死

に
至
り
ま
す
。発
症
す
れ
ば
ほ
ぼ
１
０
０
％

助
か
り
ま
せ
ん
。
国
内
で
は
、
２
０
０
６

年
11
月
に
２
名
の
男
性
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

犬
に
か
ま
れ
、
帰
国
後
、
狂
犬
病
を
発
症

し
ま
し
た
。

狂
犬
病
に
感
染
し
た
人
は
ど
の
よ
う

な
症
状
を
示
し
ま
す
か

　
狂
犬
病
予
防
注
射
は
集
合

注
射
の
ほ
か
動
物
病
院
で
も

接
種
で
き
ま
す
。

　
粕
屋
獣
医
師
会
加
盟
の
動

物
病
院
で
は
、
集
合
注
射
会

場
と
同
様
に
鑑
札
・
注
射
済

票
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

QA QA

QA
動
物
病
院
で
も接種

で
き
ま
す

平成 25 年中における火災、救急発生状況
（粕屋南部消防組合消防本部管内）

粕屋町 志免町 須恵町宇美町 篠栗町 久山町 合計
火災件数
前年比

救急件数
前年比

8
-3

+43

7
-6
2002
+36

8
-1
1376
+14

6
+1
1042
-24

11
+1
1026
+57

5
±0
415
+23

45
-8
7476
+149

1615

※消防本部管外に出場した件数は含まれておりません。

いちいちきゅうだより
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　「
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通
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自
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付
で
申
込
が
で
き
ま
す
。

3 

利
用
者
の
決
定
通
知

・
定
員
は
25
人
で
す
。（
受
付
順
）

・
バ
ス
利
用
希
望
者
が
多
い
月
も
あ
り
ま
す
。

余
裕
を
も
っ
て
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
バ
ス
代
は
無
料
で
す
。

・ 

バ
ス
利
用
者
に
は
、
運
行
日
の
１
週
間
位

前
に
電
話
に
よ
り
確
認
を
し
ま
す
の
で
、
申

込
時
に
自
宅
の
ほ
か
携
帯
電
話
等
、
複
数
の

連
絡
先
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間
　
午
後
1
時
50
分
（
午
後
2
時
出

　
　
　
発
、
午
後
4
時
頃
役
場
に
到
着

　
　
　
予
定
）

場
所
　
粕
屋
町
役
場
庁
舎
正
面
玄
関

健康なカラダづくりをめざして

健康かすや21

飲み物にご注意
甘い飲み物には、見た目以上に糖分がたくさん含まれています。
今回は、冬ならではの甘い飲み物について調べてみました。

問合せ　粕屋町健康づくり課 ☎938-0258

　大人で、砂糖は 1 日 20 グラムまでが目安と言われています。
血糖値が高めの人は、1日 10 グラムまでが目安です。
糖分のとりすぎが、虫歯や肥満につながり、糖尿病などの病気の
原因になります。
　甘い飲み物をとりすぎないように注意しましょう。

ココア
(200cc)

おしるこ
(200ｇ)

25g 38.6g

1 杯当たりの砂糖含有量

バ
ス
運
行
日

集
合
時
間
・
場
所

集
合
時
間
・
場
所

　
運
転
免
許
証
、
高
齢
者
講
習
終
了
証
明

書
、
更
新
手
数
料
（
概
ね
４
，0
0
0
円

程
度
）　

持
っ
て
く
る
物

持
っ
て
く
る
物

バ
ス
利
用
の
手
順

バ
ス
利
用
の
手
順

シリーズ　みんなを守る119

第35 回消防職員
意見発表会を開催します

　日夜住民を災害から守っている消防職員、消防
団員が災害現場で体験したこと、消防と地域社会
との関わり、消防の将来像など、「消防防災に関す
ること」をテーマに意見を発表します。
　この機会に命がけで活動しているファイヤーマ
ンが日頃感じていることを是非、お聞きください。

問合せ　粕屋南部消防組合消防本部総務課 ☎935-6388

日　時　3月 9日（日）午前 9時 30 分～
会　場　クリエイト篠栗　糟屋郡篠栗町大字尾仲 47-1
発表者　消防職員 6名・消防団員 2名
アトラクション　篠栗町吹奏楽団による演奏

入場は無料です。皆様のご来場をお待ちしており
ます。

環
境
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

く
ら
し
の
環
境

シ
リ
ー
ズ

☎（
9
3
8)

0
1
9
8

　問
合
せ

　粕
屋
町
環
境
生
活
課

〜
狂
犬
病
に
つ
い
て
学
ぼ
う
〜

　
狂
犬
病
は
人
に
も
感
染
す
る
ウ
イ
ル
ス

性
疾
患
で
、
主
に
犬
か
ら
か
ま
れ
て
感
染

し
ま
す
。
い
っ
た
ん
発
症
す
れ
ば
ほ
ぼ
１

０
０
％
死
に
至
る
恐
ろ
し
い
感
染
症
で

す
。

　
現
在
も
世
界
各
国
で
猛
威
を
ふ
る
い
続

け
て
い
る
病
気
で
、
年
間
５
万
人
以
上
が

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
う
ち

３
万
人
以
上
は
ア
ジ
ア
地
域
で
の
死
亡
者

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

狂
犬
病
っ
て
何
　

（
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
主
に
狂
犬
病
に
感
染
し
た
動
物
に
か
ま

れ
、
だ
液
中
の
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
侵
入

す
る
こ
と
に
よ
り
感
染
し
ま
す
。

人
は
ど
の
よ
う
に
感
染
し
ま
す
か

　
平
均
30
日
の
潜
伏
期
間
の
後
に
発
症
。

初
期
は
か
ぜ
に
似
た
症
状
で
、
不
安
感
、

恐
水
症
状
、
興
奮
、
麻
痺
、
錯
乱
な
ど
の

症
状
が
現
れ
、
そ
の
後
、
呼
吸
麻
痺
で
死

に
至
り
ま
す
。発
症
す
れ
ば
ほ
ぼ
１
０
０
％

助
か
り
ま
せ
ん
。
国
内
で
は
、
２
０
０
６

年
11
月
に
２
名
の
男
性
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

犬
に
か
ま
れ
、
帰
国
後
、
狂
犬
病
を
発
症

し
ま
し
た
。

狂
犬
病
に
感
染
し
た
人
は
ど
の
よ
う

な
症
状
を
示
し
ま
す
か

　
狂
犬
病
予
防
注
射
は
集
合

注
射
の
ほ
か
動
物
病
院
で
も

接
種
で
き
ま
す
。

　
粕
屋
獣
医
師
会
加
盟
の
動

物
病
院
で
は
、
集
合
注
射
会

場
と
同
様
に
鑑
札
・
注
射
済

票
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

QA QA

QA
動
物
病
院
で
も接種

で
き
ま
す

平成 25 年中における火災、救急発生状況
（粕屋南部消防組合消防本部管内）

粕屋町 志免町 須恵町宇美町 篠栗町 久山町 合計
火災件数
前年比

救急件数
前年比

8
-3

+43

7
-6
2002
+36

8
-1
1376
+14

6
+1
1042
-24

11
+1
1026
+57

5
±0
415
+23

45
-8
7476
+149

1615

※消防本部管外に出場した件数は含まれておりません。

いちいちきゅうだより

広報かすや 2014.2｜P12P13｜広報かすや 2014.2

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ
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〜
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

　
　
　
　見
守
り
活
動
に
協
力
〜

　
粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
赤
い
羽

根
共
同
募
金
の
配
分
金
で
行
な
っ
て
い
る

事
業
「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
見
守
り
活

動
推
進
事
業
」「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
と

語
る
会
」
に
粕
屋
町
婦
人
会
は
、
お
弁
当

作
り
で
協
力
し
て
い
ま
す
。
２
月
・
４
月
・

５
月
・
12
月
の
４
回
、
１
２
０
食
前
後
の

お
弁
当
を
作
り
ま
す
。

　
引
き
こ
も
り
の
解
消
と
交
流
を
目
的
と

し
た
「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
と
語
る
会
」

が
11
月
23
日
に
開
催
さ
れ
、
お
弁
当
を
１

３
０
食
作
り
、
13
名
が
語
る
会
に
参
加
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

・サツマイモと銀杏のおこわ
・かしわ五目御飯
・エビフライと生野菜
・鯖の竜田揚げ
・鳥ひき肉の巾着煮
・野菜のお煮しめ
・大根と豆腐の甘味噌かけ

・すき昆布の煮物
・かぶと柿の酢の物
・玉子焼き
・煮豆
・果物

・白ご飯に梅肉と紫蘇和え添え
・豚肉のジンジャー煮
・鰆と野菜のホイル包み焼き
・筑前煮
・すき昆布の煮物
・春菊・ホーレンソウの白和え
・玉子焼き
・くずもち

〜
笑
っ
た
　
笑
っ
た
　
笑
顔
に
似
合
っ
た

人
生
が
待
っ
て
い
る
〜
の
言
葉
と
愛
嬌
の

あ
る
３
人
の
童
が
描
い
て
あ
り
ま
す
。
毎

回
会
員
の
手
書
き
で
、
私
た
ち
も
楽
し
み

の
一
つ
で
す
。

　
お
弁
当
の
献
立
に
は
毎
回
悩
み
な
が
ら
、

季
節
感
と
旬
の
食
材
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
周
り
の
皆
さ
ん
か
ら
「
会
員
が
減
少
し

て
お
弁
当
作
り
は
大
変
で
し
ょ
う
。
大
丈

夫
で
す
か
。」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
と
て
も
楽

し
く
お
弁
当
を
作
り
、
喜
ん
で
い
た
だ
く

充
実
感
を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
の
「
赤
い
羽
根
共
同

募
金
」
が
こ
こ
で
も
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
■
２
月
の
活
動
予
定

　
１
日
（
土
）
10
時
開
会
　
女
性
の
つ
ど
い

　
　
　
　
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　
13
日
（
木
） 

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
お

　
　
　
　
　
弁
当
作
り

　
17
日
（
月
）  

あ
い
さ
つ
運
動

問
研
（
問
題
研
究
集
会
）

　
12
月
15
日
（
日
）、秋
桜
会
館
に
て
問
研
を
行
い
、

粕
屋
町
青
年
団
に
つ
い
て
の
問
題
点
や
課
題
を
出

し
合
い
ま
し
た
。

　
様
々
な
行
事
を
行
っ
て
い
る
青
年
団
で
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
ん
な
青
年
団
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

る
、
見
つ
め
直
す
と
い
う
時
間
は
あ
ま
り
な
か
っ

た
の
で
、
今
回
み
ん
な
で
集
ま
り
、
深
く
話
し
合

う
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
話
し
合
っ
た
改
善
策

を
こ
れ
か
ら
の
青
年
団
で
ど
ん
ど
ん
活
か
し
て
い

け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
現
在
、
２
月
に
行
う
冬
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
歴
代
の

青
年
団
の
方
々
と
の
貴
重
な
時
間
を
過
ご
せ
る
良

い
機
会
で
す
の
で
、
団
員
も
準
備
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

各
種
団
体

広報かすや 2014.2｜P14

県
知
事
賞
に
入
賞

　
粕
屋
町
文
化
協
会
の
美
術
教
室
講
師
で
あ
る

南 

俊
一
氏
が
第
41
回
糟
屋
地
区
美
術
展
に
お
い
て
、

見
事
福
岡
県
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
他
に
も
９
名
の
方
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

福
岡
地
区
文
化
協
会
連
合
会
賞

　
陶
芸
の
部
　
　
沓
脱
　
正
次

糟
屋
地
区
市
町
長
協
議
会
賞

　
洋
画
の
部
　
　
西
井
　
礼
子

福
岡
県
美
術
協
会
賞

　
写
真
の
部
　
　
因
　
　
久

福
岡
地
区
議
長
協
議
会
賞

　
工
芸
部
門
　
　
栗
原
　
彌
生

奨
励
賞

　
日
本
画
部
門
　
田
代
　
ウ
メ
ノ

　
工
芸
部
門
　
　
福
間
　
雅
世
　
　
前
田
　
悦
子

　
写
真
部
門
　
　
畑
島
　
貞
廣
　
　
大
野
　
忠

文
芸
部
門
を
紹
介
し
ま
す

粕
屋
俳
句
会

　
郷
土
史
勉
強
会
、
粕
屋
俳
句
会
、
日

本
古
典
を
読
む
会
、Friday English

英

会
話
教
室
の
４
教
室
が
あ
り
ま
す
。

　
和
歌
、
川
柳
の
教
室
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ど
な
た
か
教
室
を
開
き
ま
せ
ん

か
。
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

☎
（
９
３
１
）
７
５
１
１

講
　
師
　
牛
島
　
登
美

稽
古
日
　
第
１
火
曜
日
、
第
２
土
曜
日

時
　
間
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
　
所
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

代
表
者
　
佐
藤
　
正
幸

　
　
　
　
☎
（
９
３
８
）
３
２
８
９

県知事賞受賞作品
「ざくろ」

山
の
音
山
に
籠
り
て
木
の
実
降
る 

牛
島
　
登
美

秋
天
を
一
巡
り
せ
り
観
覧
車 

山
村
　
栄

妻
の
座
に
時
効
な
ど
な
き
桐
の
花 

竹
末
　
千
鶴

無
花
果
の
彩
深
み
ゆ
く
一
葉
ご
と 

松
永
ク
ニ
子

断
崖
に
馴
染
む
燈
台
鷹
渡
る 

渡
辺
　
孝
子

春
愁
や
楽
譜
に
残
る
ペ
ン
の
跡 

藤
田
　
豊
子

糊
粉
の
み
残
る
壁
画
や
寺
紅
葉 

田
中
　
多
恵

賜
わ
り
し
雨
読
の
一
ト
日
文
化
の
日 

安
河
内
チ
エ
子

小
雪
ま
う
通
過
列
車
の
ホ
ー
ム
か
な 

佐
藤
　
正
幸

里
帰
り
昔
も
今
も
蚊
帳
の
中 

栗
元
　
照
佳

湯
の
か
ほ
り
地
蔵
に
出
会
ふ
冬
の
朝 

加
藤
　
友
子

寒
さ
来
て
雀
啄
む
忙
し
さ 

原
田
　
昭
代

加
湿
器
を
四
隅
に
冬
の
骨
董
屋 

松
浦
菜
穂
子

滝
壺
の
深
み
に
大
き
魚
の
影 

野
村
抖
し
子

　私達Fr iday 
Engl ish英会話
教室は、英語が好
きで、もっと英会話
が上手になりたいと思っ
て、このサークルを作りました。講師はカナ
ダ人の明るくて親切な先生で、毎週楽しくレ
ッスンしています。ネイティブな英会話を楽
しめます。
　私達のサークルに参加してみませんか？
　一度、気軽に見学にきてください。
　
対象者　英語が好きな人
日　時　毎週金曜日
　　　　午後7時25分～午後8時55分
場　所　サンレイクかすや
代表者　横尾　善広　☎938－9252

粕
屋
俳
句
会
会
員
の
俳
句

英会話教室
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〜
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

　
　
　
　見
守
り
活
動
に
協
力
〜

　
粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
赤
い
羽

根
共
同
募
金
の
配
分
金
で
行
な
っ
て
い
る

事
業
「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
見
守
り
活

動
推
進
事
業
」「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
と

語
る
会
」
に
粕
屋
町
婦
人
会
は
、
お
弁
当

作
り
で
協
力
し
て
い
ま
す
。
２
月
・
４
月
・

５
月
・
12
月
の
４
回
、
１
２
０
食
前
後
の

お
弁
当
を
作
り
ま
す
。

　
引
き
こ
も
り
の
解
消
と
交
流
を
目
的
と

し
た
「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
と
語
る
会
」

が
11
月
23
日
に
開
催
さ
れ
、
お
弁
当
を
１

３
０
食
作
り
、
13
名
が
語
る
会
に
参
加
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

・サツマイモと銀杏のおこわ
・かしわ五目御飯
・エビフライと生野菜
・鯖の竜田揚げ
・鳥ひき肉の巾着煮
・野菜のお煮しめ
・大根と豆腐の甘味噌かけ

・すき昆布の煮物
・かぶと柿の酢の物
・玉子焼き
・煮豆
・果物

・白ご飯に梅肉と紫蘇和え添え
・豚肉のジンジャー煮
・鰆と野菜のホイル包み焼き
・筑前煮
・すき昆布の煮物
・春菊・ホーレンソウの白和え
・玉子焼き
・くずもち

〜
笑
っ
た
　
笑
っ
た
　
笑
顔
に
似
合
っ
た

人
生
が
待
っ
て
い
る
〜
の
言
葉
と
愛
嬌
の

あ
る
３
人
の
童
が
描
い
て
あ
り
ま
す
。
毎

回
会
員
の
手
書
き
で
、
私
た
ち
も
楽
し
み

の
一
つ
で
す
。

　
お
弁
当
の
献
立
に
は
毎
回
悩
み
な
が
ら
、

季
節
感
と
旬
の
食
材
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
周
り
の
皆
さ
ん
か
ら
「
会
員
が
減
少
し

て
お
弁
当
作
り
は
大
変
で
し
ょ
う
。
大
丈

夫
で
す
か
。」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
と
て
も
楽

し
く
お
弁
当
を
作
り
、
喜
ん
で
い
た
だ
く

充
実
感
を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
の
「
赤
い
羽
根
共
同

募
金
」
が
こ
こ
で
も
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
■
２
月
の
活
動
予
定

　
１
日
（
土
）
10
時
開
会
　
女
性
の
つ
ど
い

　
　
　
　
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　
13
日
（
木
） 

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
お

　
　
　
　
　
弁
当
作
り

　
17
日
（
月
）  

あ
い
さ
つ
運
動

問
研
（
問
題
研
究
集
会
）

　
12
月
15
日
（
日
）、秋
桜
会
館
に
て
問
研
を
行
い
、

粕
屋
町
青
年
団
に
つ
い
て
の
問
題
点
や
課
題
を
出

し
合
い
ま
し
た
。

　
様
々
な
行
事
を
行
っ
て
い
る
青
年
団
で
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
ん
な
青
年
団
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

る
、
見
つ
め
直
す
と
い
う
時
間
は
あ
ま
り
な
か
っ

た
の
で
、
今
回
み
ん
な
で
集
ま
り
、
深
く
話
し
合

う
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
話
し
合
っ
た
改
善
策

を
こ
れ
か
ら
の
青
年
団
で
ど
ん
ど
ん
活
か
し
て
い

け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
現
在
、
２
月
に
行
う
冬
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
歴
代
の

青
年
団
の
方
々
と
の
貴
重
な
時
間
を
過
ご
せ
る
良

い
機
会
で
す
の
で
、
団
員
も
準
備
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
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県
知
事
賞
に
入
賞

　
粕
屋
町
文
化
協
会
の
美
術
教
室
講
師
で
あ
る

南 

俊
一
氏
が
第
41
回
糟
屋
地
区
美
術
展
に
お
い
て
、

見
事
福
岡
県
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
他
に
も
９
名
の
方
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

福
岡
地
区
文
化
協
会
連
合
会
賞

　
陶
芸
の
部
　
　
沓
脱
　
正
次

糟
屋
地
区
市
町
長
協
議
会
賞

　
洋
画
の
部
　
　
西
井
　
礼
子

福
岡
県
美
術
協
会
賞

　
写
真
の
部
　
　
因
　
　
久

福
岡
地
区
議
長
協
議
会
賞

　
工
芸
部
門
　
　
栗
原
　
彌
生

奨
励
賞

　
日
本
画
部
門
　
田
代
　
ウ
メ
ノ

　
工
芸
部
門
　
　
福
間
　
雅
世
　
　
前
田
　
悦
子

　
写
真
部
門
　
　
畑
島
　
貞
廣
　
　
大
野
　
忠

文
芸
部
門
を
紹
介
し
ま
す

粕
屋
俳
句
会

　
郷
土
史
勉
強
会
、
粕
屋
俳
句
会
、
日

本
古
典
を
読
む
会
、Friday English

英

会
話
教
室
の
４
教
室
が
あ
り
ま
す
。

　
和
歌
、
川
柳
の
教
室
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ど
な
た
か
教
室
を
開
き
ま
せ
ん

か
。
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

☎
（
９
３
１
）
７
５
１
１

講
　
師
　
牛
島
　
登
美

稽
古
日
　
第
１
火
曜
日
、
第
２
土
曜
日

時
　
間
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
　
所
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

代
表
者
　
佐
藤
　
正
幸

　
　
　
　
☎
（
９
３
８
）
３
２
８
９

県知事賞受賞作品
「ざくろ」

山
の
音
山
に
籠
り
て
木
の
実
降
る 

牛
島
　
登
美

秋
天
を
一
巡
り
せ
り
観
覧
車 

山
村
　
栄

妻
の
座
に
時
効
な
ど
な
き
桐
の
花 

竹
末
　
千
鶴

無
花
果
の
彩
深
み
ゆ
く
一
葉
ご
と 

松
永
ク
ニ
子

断
崖
に
馴
染
む
燈
台
鷹
渡
る 

渡
辺
　
孝
子

春
愁
や
楽
譜
に
残
る
ペ
ン
の
跡 

藤
田
　
豊
子

糊
粉
の
み
残
る
壁
画
や
寺
紅
葉 

田
中
　
多
恵

賜
わ
り
し
雨
読
の
一
ト
日
文
化
の
日 

安
河
内
チ
エ
子

小
雪
ま
う
通
過
列
車
の
ホ
ー
ム
か
な 

佐
藤
　
正
幸

里
帰
り
昔
も
今
も
蚊
帳
の
中 

栗
元
　
照
佳

湯
の
か
ほ
り
地
蔵
に
出
会
ふ
冬
の
朝 

加
藤
　
友
子

寒
さ
来
て
雀
啄
む
忙
し
さ 

原
田
　
昭
代

加
湿
器
を
四
隅
に
冬
の
骨
董
屋 

松
浦
菜
穂
子

滝
壺
の
深
み
に
大
き
魚
の
影 

野
村
抖
し
子

　私達Fr iday 
Engl ish英会話
教室は、英語が好
きで、もっと英会話
が上手になりたいと思っ
て、このサークルを作りました。講師はカナ
ダ人の明るくて親切な先生で、毎週楽しくレ
ッスンしています。ネイティブな英会話を楽
しめます。
　私達のサークルに参加してみませんか？
　一度、気軽に見学にきてください。
　
対象者　英語が好きな人
日　時　毎週金曜日
　　　　午後7時25分～午後8時55分
場　所　サンレイクかすや
代表者　横尾　善広　☎938－9252

粕
屋
俳
句
会
会
員
の
俳
句

英会話教室
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11
月
17
日
（
日
） 

、
心
配
し
て
い
た

雨
も
上
が
り
、
大
川
小
学
校
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ぱ
ー
る
会
も
、
例
年
通
り
持
ち
寄
っ

た
品
物
や
手
づ
く
り
の
か
し
わ
ご
飯
と

栗
ご
飯
な
ど
を
販
売
し
て
バ
ザ
ー
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
発
表
会
が
終
わ
る
と
、
子
ど
も
た
ち

が
笑
顔
で
買
い
物
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
を
喜
ば
せ
る
の
だ
と
大
き
な

大
根
を
買
う
子
、
財
布
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
の
だ
と
目
を
輝
か
せ
る
子
、
み
ん

な
い
い
子
ば
か
り
で
し
た
。
遅
れ
て

や
っ
て
き
た
保
護
者
の
方
も
出
店
を
巡

り
、
あ
れ
こ
れ
と
買
い
物
を
楽
し
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　
先
生
方
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
実
行
委
員
の
方

た
ち
が
協
力
さ
れ
て
い
る
様
子
や
子

大
川
小
学
校
祭
り
の

　
　
　
　
　
　バ
ザ
ー
に
参
加

健
康
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席

ど
も
た
ち
が
募
金
を
呼
び
か
け
て
い
る

様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

　
私
た
ち
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し

て
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
純
粋
さ
に

触
れ
た
り
、
祭
り
の
お
手
伝
い
が
で
き

た
り
し
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
し

た
。

　
バ
ザ
ー
で
の
売
上
金
は
、
ぱ
ー
る
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
費
に
充
て
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ぱ
ー
る
会
　
松
永
　
ク
ニ
子

　
11
月
30
日
（
土
）、福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、

か
す
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主

催
・
ボ
ラ
連
協
力
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
連
の
一
員
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
会
場
に
は
講

師
で
あ
る
先
生
の
患
者
さ
ん
や
そ
の
家

族
の
方
や
テ
ー
マ
に
興
味
の
あ
る
方
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
「
心
臓
の
ふ
し
ぎ
」
と
い
う
演

題
で
、
福
岡
青
洲
会
病
院
循
環
器
セ
ン

タ
ー
長
の
横
山
正
一
氏
が
、
心
臓
病
の

種
類
、
治
療
、
合
併
症
、
薬
の
効
果
、

運
動
療
法
な
ど
難
し
い
話
を
笑
い
を
交

え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
そ
ん
な
先
生
の
話
に
真
剣
に
耳

を
傾
け
て
メ
モ
を
取
ら
れ
る
方
も
お
ら

れ
ま
し
た
。
青
洲
会
病
院
で
は
地
域

の
皆
様
へ
の
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
健
康
教
室
を
開
か
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
続
い
て
「
血
管
の
老
化
予
防
の
た
め

の
食
事
」
と
い
う
演
題
で
、
管
理
栄
養

士
の
林
田
美
穂
氏
の
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
都
合
が
合
わ
ず
聴
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
て
も
詳
し
い
資

料
を
い
た
だ
い
て
い
て
目
を
通
す
と
、

生
活
習
慣
・
規
則
正
し
い
生
活
・
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
な
ど
、
元
気
な
暮
ら

し
に
は
毎
日
の
食
事
が
ど
ん
な
に
大
切

か
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
日
頃
忘
れ
て
い
る
大
切
な
こ
と
を

思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
し

た
。

　
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
、
是
非
と
も
誘

い
合
わ
せ
て
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

か
ざ
ぐ
る
ま
　
桑
野
　
早
苗

＜有料広告＞
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女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　
11
月
15
日
（
金
）、
福
岡
地
区
女
性

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
、
春
日
市
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、
３
名
が
参

加
し
研
鑽
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、「
脳
卒
中
の
予
防
」の
講
演
で
は
、

〝
脳
ド
ッ
ク
を
受
け
ま
し
ょ
う
〞
と
い

う
こ
と
で
、脳
卒
中
・
脳
梗
塞
・
脳
出
血
・

く
も
膜
下
出
血
等
、
脳
に
関
す
る
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　
急
に
意
識
が
無
く
な
っ
た
り
、
半
身

が
動
か
な
く
な
っ
た
ら
、①
脳
内
出
血

か
脳
梗
塞
の
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
　
②

し
ば
ら
く
様
子
を
見
ず
に
　
③
す
ぐ
に

救
急
車
を
呼
ぶ
　
④
出
来
れ
ば
脳
外
科

の
あ
る
病
院
へ
行
く
と
い
う
ま
と
め
で

し
た
。
様
子
が
変
だ
な
と
思
っ
た
ら
早

め
に
処
置
し
ま
し
ょ
う
。

　
次
の
那
珂
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

に
よ
る
事
例
発
表
で
は
、
女
性
部
最
大

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
25
年
間
続

い
て
い
る
老
人
ホ
ー
ム
の
交
流
訪
問
で
、

祝
舞
・
詩
吟
・
舞
踊
・
カ
ラ
オ
ケ
等
を

披
露
し
た
り
、
今
回
初
め
て
発
表
し
た

フ
ラ
・
ダ
ン
ス
で
は
手
拍
子
や
歌
声
、

ア
ン
コ
ー
ル
の
声
援
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
た
だ
今
後
の
課
題
と
し
て
、
若
手

の
会
員
が
少
な
く
、
い
か
に
し
て
お
世

２月の行事予定
4 日（火） 10:00
　定例理事会
　（福祉センター）
20日（木） 10:00
　第 3回高齢者学級
　（福祉センター）

主
な
活
動
報
告

話
す
る
若
手
の
パ
ワ
ー
を
確
保
す
る
か

と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　
粕
屋
町
各
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
も
似

た
よ
う
な
こ
と
を
耳
に
し
ま
す
。
新
し

い
会
員
さ
ん
の
加
入
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
各
区
の
役
員
さ
ん
に
申
し
出
て

下
さ
い
。

ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭

　
　
11
月
24
日
（
日
）、
福
岡
県
ね
ん
り

ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭
が
北
九
州
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
知
事
の
挨
拶
の

あ
と
、
高
齢
者
福
祉
功
労
者
県
知
事
表

彰
と
福
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、
仲
間

づ
く
り
な
ど
永
年
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
こ

と
に
対
し
て
行
わ
れ
、
粕
屋
町
老
ク
連

よ
り
安
河
内
敏
春
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
と
谷
川
研
一
阿
恵
老
人
ク
ラ
ブ
会

長
の
お
二
人
が
県
老
連
会
長
よ
り
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

「
健
康
を
す
す
め
る
運
動
」

　
　
　
　
　
　
　推
進
研
修
会

　
　
11
月
29
日
（
金
）、
春
日
市
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、
当
老
ク
連

よ
り
も
参
加
し
ま
し
た
。「
高
齢
者
の

交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う
」
と
い
う
県

警
の
講
演
の
後
、「
あ
か
る
く
・
あ
せ

ら
ず
・
あ
き
ら
め
な
い
」
健
康
づ
く
り

体
操
の
講
義
・
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
骨
や
関
節
、
筋
肉
の
衰
え
を
防
ぐ
た

め
に
、
パ
ラ
デ
ィ
ソ
体
操
を
や
っ
て
み

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
は
じ
め
に

か
ら
だ
を
ほ
ぐ
し
、
続
い
て
に
こ
に
こ

ペ
ー
ス
の
有
酸
素
運
動
（
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
）、筋
肉
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
（
筋

肉
強
化
・
ス
ト
レ
ッ
チ
）、
リ
ラ
ッ
ク

ス
＆
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
粕
屋
町
で
も
、
健
康
保
持
の
た
め
の

一
環
と
し
て
、
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン
で

〝
か
す
や
転
ば
ん
体
操
〞
が
行
わ
れ
、

ま
た
〝
に
こ
に
こ
健
康
運
動
教
室
〞
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
健
康
の
た
め
に
、
屋
外
に
出

て
少
し
で
も
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

＜有料広告＞



各
種
団
体

P17｜広報かすや 2014.2

No.157

　
11
月
17
日
（
日
） 

、
心
配
し
て
い
た

雨
も
上
が
り
、
大
川
小
学
校
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ぱ
ー
る
会
も
、
例
年
通
り
持
ち
寄
っ

た
品
物
や
手
づ
く
り
の
か
し
わ
ご
飯
と

栗
ご
飯
な
ど
を
販
売
し
て
バ
ザ
ー
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
発
表
会
が
終
わ
る
と
、
子
ど
も
た
ち

が
笑
顔
で
買
い
物
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
を
喜
ば
せ
る
の
だ
と
大
き
な

大
根
を
買
う
子
、
財
布
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
の
だ
と
目
を
輝
か
せ
る
子
、
み
ん

な
い
い
子
ば
か
り
で
し
た
。
遅
れ
て

や
っ
て
き
た
保
護
者
の
方
も
出
店
を
巡

り
、
あ
れ
こ
れ
と
買
い
物
を
楽
し
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　
先
生
方
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
実
行
委
員
の
方

た
ち
が
協
力
さ
れ
て
い
る
様
子
や
子

大
川
小
学
校
祭
り
の

　
　
　
　
　
　バ
ザ
ー
に
参
加

健
康
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席

ど
も
た
ち
が
募
金
を
呼
び
か
け
て
い
る

様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

　
私
た
ち
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し

て
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
純
粋
さ
に

触
れ
た
り
、
祭
り
の
お
手
伝
い
が
で
き

た
り
し
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
し

た
。

　
バ
ザ
ー
で
の
売
上
金
は
、
ぱ
ー
る
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
費
に
充
て
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ぱ
ー
る
会
　
松
永
　
ク
ニ
子

　
11
月
30
日
（
土
）、福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、

か
す
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主

催
・
ボ
ラ
連
協
力
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
連
の
一
員
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
会
場
に
は
講

師
で
あ
る
先
生
の
患
者
さ
ん
や
そ
の
家

族
の
方
や
テ
ー
マ
に
興
味
の
あ
る
方
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
「
心
臓
の
ふ
し
ぎ
」
と
い
う
演

題
で
、
福
岡
青
洲
会
病
院
循
環
器
セ
ン

タ
ー
長
の
横
山
正
一
氏
が
、
心
臓
病
の

種
類
、
治
療
、
合
併
症
、
薬
の
効
果
、

運
動
療
法
な
ど
難
し
い
話
を
笑
い
を
交

え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
そ
ん
な
先
生
の
話
に
真
剣
に
耳

を
傾
け
て
メ
モ
を
取
ら
れ
る
方
も
お
ら

れ
ま
し
た
。
青
洲
会
病
院
で
は
地
域

の
皆
様
へ
の
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
健
康
教
室
を
開
か
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
続
い
て
「
血
管
の
老
化
予
防
の
た
め

の
食
事
」
と
い
う
演
題
で
、
管
理
栄
養

士
の
林
田
美
穂
氏
の
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
都
合
が
合
わ
ず
聴
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
て
も
詳
し
い
資

料
を
い
た
だ
い
て
い
て
目
を
通
す
と
、

生
活
習
慣
・
規
則
正
し
い
生
活
・
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
な
ど
、
元
気
な
暮
ら

し
に
は
毎
日
の
食
事
が
ど
ん
な
に
大
切

か
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
日
頃
忘
れ
て
い
る
大
切
な
こ
と
を

思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
し

た
。

　
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
、
是
非
と
も
誘

い
合
わ
せ
て
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

か
ざ
ぐ
る
ま
　
桑
野
　
早
苗

＜有料広告＞
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経
営
な
ん
で
も
相
談
会
開
催

所
轄
税
務
署
へ
確
定
申
告
・

納
付
期
限
の
ご
案
内

税
務
相
談
開
催
日
時
の

お
知
ら
せ

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

●
２
月
14
日
（
金
）（
予
定
）
か
ら

３
月
12
日
（
水
）
ま
で
の
月
曜

日
〜
金
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

●
場
所
　
粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員
　
税
理
士
　

●
事
前
予
約
　
粕
屋
町
商
工
会
ま

で
　　

税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
繰

り
等
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
19
日
（
水
）　
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

場
所
　
粕
屋
町
商
工
会

専
門
相
談
員
　
税
理
士
他

※

相
談
は
無
料
で
す
。
相
談
の
秘

密
は
厳
守
致
し
ま
す
。

予
約
・
問
合
せ
　
粕
屋
町
商
工
会

●
平
成
25
年
分
の
所
得
税
確
定
申

告
の
受
付
期
限
は
３
月
17
日

（
月
）

●
消
費
税
確
定
申
告
の
受
付
期
限

は
３
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
ご

提
出
下
さ
い
。

　「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に

入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お

持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。

●
融
資
限
度
額
　
お
子
様
お
一
人

あ
た
り
３
０
０
万
以
内

●
利
率
　
年
２
．
35
％
（
母
子
家

庭
ま
た
は
世
帯
年
収
（
所
得
）

２
０
０
万
円
（
１
２
２
万
円
）

以
内
の
方
は
年
１
．
95
％
）（
平

成
25
年
11
月
11
日
現
在
）

●
返
済
期
間
　
15
年
以
内
（
交
通

遺
児
家
庭
、
母
子
家
庭
ま
た
は

世
帯
年
収
（
所
得
）
２
０
０
万

円
（
１
２
２
万
円
）
以
内
の
方

は
18
年
以
内
）

●
使
い
み
ち
　
入
学
金
、
授
業
料
、

教
科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン

シ
ョ
ン
の
敷
金
・
家
賃
な
ど

●
ご
返
済
方
法
　
元
利
均
等
毎
月

払
（
ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
返
済
も

可
能
）

●
保
証
　（
公
財
）
教
育
資
金
融
資

保
証
基
金

※

詳
し
く
は
、
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
０
５
７
０‐

０

０
８
６
５
６
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

ま
た
は
０
３
（
５
３
２
１
）
８

６
５
６
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　　
YOSAKOI かすや祭り実行委員会で企画されたコーナーです

か
す
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
絆
2
0
1
4

　
東
日
本
大
震
災
と
九
州
北
部
豪
雨
の
復
興
支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
準
備

し
て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
家
族
や
友
だ
ち
と
一
緒
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
3
月
9
日(

日)

正
午
か
ら
午
後
3
時
30
分（
予
定
）

会
場
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
　
南
側
広
場

内
容   

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
子
ど
も
工
作
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
被
災
地
報
告

　
　
　
飲
食
コ
ー
ナ
ー

　
　
　※

飲
食
コ
ー
ナ
ー
は
11
時
よ
り
ス
タ
ー
ト

問
合
せ 

Y
O
S
A
K
O
I
か
す
や
祭
り
実
行
委
員
会
事
務

　
　
　
局(

粕
屋
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
内)

担
当
：
吉
永

　
　
　
☎(

9
3
8)

0
1
7
3
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特別整理期間とは？

　図書館では年に一度、約10日間閉館し
て図書館のすべての資料を点検する作業を
全職員で行っています。
　期間中は、資料の貸出し、閲覧、所蔵調
査、本の予約などはできません。
　なお、本や雑誌の返却はブックポストを
ご利用ください。AV資料（DVD・ビデ
オ・CD・カセットテープ）は、破損する
恐れがありますので、21日（金）以降、
返却カウンターまでお持ちください。

こんな方法で行います

①書架や館内の清掃・点検
②館内のすべての資料をスキャナで読み取る
　貸出しの手続きがされていない資料は、すべて館内
にあるはずなので、データと実際に館内にある資料を
照合していきます。この作業を行うことで、行方不明
の資料がないか、チェックできます。
③行方不明の資料をリストアップする
　後日、館内をくまなく探しても見つからない資料に
ついて、図書館を利用されている皆さまに掲示してお
知らせします。もし、貸出し手続きを忘れて持ち帰ら
れた資料がありましたら、図書館までご返却をお願い
します。
④書架の整理・移動、資料の修理
　すべての資料をあるべき場所に配置するため、細心
の注意を払って行います。また、破損している資料は
修理して本棚に戻します。
⑤休館中、ブックポストに返却された資料の返却処理
など

10：00～18：00（火・水・木・土・日）
10：00～19：00（金曜日のみ）　

開館
時間
問合せ　粕屋町立図書館　☎939-4646

ホームページ
携帯サイトもあります

粕屋町立図書館 検索

蔵書点検蔵書点検

蔵書点検蔵書点検蔵書点検

蔵書点検

館内整理日

蔵書点検

休館

休館

蔵書点検

休館

日 火月 木水 金 土

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

2

9

16

23

1

8

15

22

☆ ☆

☆

☆

☆

☆

☆

2月の図書館カレンダー

『忍者秘帖　梟の城』
1963年／日本／91分／カラー

監督：工藤　栄一 
原作：司馬　遼太郎
出演：大友　柳太朗、高千穂　ひづる　ほか

週末
の

ミニ

シア
ター

今月のおはなし会今月のおはなし会
場所　粕屋フォーラム１階 おはなしのへや

２月は特別整理期間（蔵書点検）の月です
2月12日(水)～20日(木)まで閉館いたします。

図書館をご利用の皆さまには、大変
ご迷惑をおかけしますが、ご理解と
ご協力をお願いいたします。

日　　時　2月8日（土）　14：00～
場　　所　粕屋フォーラム　2階視聴覚室
定　　員　50名
※鑑賞は無料です。お気軽にご参加ください。

☆あかちゃん向け(第1･3金曜日) 11:00～/11:30～
　　2月7日･21日　　
☆ちいさい子向け(第4金曜日) 11:00～/11:30～
　　2月28日
☆おおきい子向け(第1･2･4土曜日) 11:00～ 
　　2月1日･8日･22日
☆小学生向け (第1日曜日) 15:00～
　　2月2日

2月23日（日）　14：00～15：30

　　　『　川柳に見る男と女　』　
　　　　　　　　　　講師：長﨑　瑞竹　氏
◯場所　粕屋フォーラム　2階視聴覚室
◯定員　50名
　　＊申込み不要・入場無料です。
　　　お気軽にご参加ください。

雑学セミナーふくろう

は休館日です。 は上映会の日です。

“司馬遼太郎　直木賞受賞作「梟の城」、
 　　　　鬼才工藤栄一監督の完全映画化“
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・・・さくらホール ・・・多目的ホール

※催し物は変更・追加及び中止することがあります。あらかじめご了承ください。

●開館時間　　　9：00～22：00
●予約受付時間　9：00～21：00 ホームページは　粕屋町　サンレイク　検索

このページに関するお問い合わせは、☎931－3309『サンレイクかすや』まで

サンレイクかすやで企画されたコーナーです。

2月3日(月)は休館日です。

2月の催し物
開催日 会場催 事 名

2
(日)

9
(日)

23
(日)

11
(火)
(祝)

26
(水)

8
(土)

16
(日)

15
(土)

～

ピアノ発表会

ゆりの樹ミュージカル

問合せ　竹山ピアノ教室
☎080-6425-0103

問合せ　吉塚ゆりの樹幼稚園
☎092-621-1055

開演　14:00

3月の催し物
開催日 会場催 事 名

9
(日)

16
(日)

23
(日)

30
(日)

問合せ　博多幼稚園
☎092-681-1107

年少の部 9：30　年中の部 11：00　年長の部 13：00
なかよしみんなの音楽会

第35回 なかよしみんなの音楽会

問合せ　博多中央幼稚園
☎092-681-3131

☎092-935-9019　松尾

11：00～15：00

スタインウェイを弾こう♪

午前の部　10：00　　午後の部　13:00

開場　15:30　　開演　16：00

サーカス　コンサート
～We Love Harmony～ 

糟屋郡退職教職員の会
作品展示会

問合せ　糟屋郡退職教職員の会

展
示
ホ
ー
ル

2月23日(日)　さくらホール
サーカス　コンサート
～We Love Harmony～ 

2月15日(土)・16日(日)　さくらホール

スタインウェイを弾こう♪

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会

定員となり次第、締切りとさせていただきます。

※ピアノ教室でのご利用はご遠慮ください。

サンレイクかすや窓口にて受付中

使用料
町内 ￥1,000/1時間
 町外 ￥1,500/1時間

※(1人2時間まで)

開場　9:30　　開演　10:00

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会

※未就学児のご入場はご遠慮ください。
※前売券完売の場合は、当日券はございません。ご了承ください。

サンレイクかすや受付にて好評発売中

地元コーラスグループ
「ハーモニックコスモスKASUYA」
との夢の共演もお楽しみください

ビーズアクセサリー講座

今年度も、たくさんの素適な作品ができました。
文化祭にも出品していただき、展示会場を盛り上げて
くださいました。
たくさんのご参加ありがとうございました。

サンレイク自主講座報告

来年度
の講座

にも

　乞う
ご期待

第5回 Bean Kids ダンス発表会

第８回 すこやか春の文化祭

☎092-651-1522

第7回 定期演奏会

 ☎080-3964-0139　松村

問合せ　ふくおか健康友の会

問合せ　管弦楽団　紬

作品展示　10:30
舞台発表　11:00

第4回 弦楽アンサンブル会

 ☎090-2850-2981　橋川
開場　9:45　　開演　10:15

開場　13:30　　開演　14:00

 ☎092-938-6120
問合せ　わたなべミュージックステーション

開演　15:00

全席自由　￥1,000

 ☎080-6415-2685　宮川

全席
指定

前売券　￥2,500
当日券　￥3,000

開場　15:30
開演　16:00 施

設
情
報

広報かすや 2014.2｜P20

かすやドームで企画されたコーナーです。

このページについては、かす
やドーム（☎939-5130）へ
お問い合わせください。

★営業時間

★トレーニング室初回講習会（毎日4回開催）

体育館 プール

　
10:00～21:30
10:00～19:30

   10:00～22:00
9:00～21:00

火～金曜日
土・日・祝
＊平日の月曜日は休館日となります。
＊施設予約の受付は閉館の30分前まで。

＊教室チラシ等、詳細はホームページでも確認できます。

 平　日　11：00　13：00　15：00　20：00
 土日祝　11：00　13：00　15：00　17：00

★施設利用料(2時間）★施設利用料(2時間）

・体育館（当日2時間）及び武道場
 トレーニング室、スタジオ
　　[300円　一般]
　　[150円　高校生・65歳～ ]
・プールアリーナ
　　[400円　一般] 
　　[300円　高校生]
　　[200円　小・中学生･65歳～ ]
　　[100円　幼児]

＊幼児は2歳以上でおむつが完全にとれ
ていないとプール利用はできません。

室内用シューズと
運動ができる服装
が必要です。

※初めてトレーニング室をご利用の方は、初回講習会の受講が必要です。

◎こどもスポーツ教室
　・フットサル
　・ハンドボール
　・チャレンジスポーツ
　・女子スポ
　日時：毎週火～金曜日　17：00～
　料金：月4回　
　　　　1,500円～3,000円
　小学校1～6年生まで
　※開催日・料金は各教室・ステージ
　　によって異なります。

◎こどもランニング教室
　日時：毎週土曜日　9：30～10：30
　料金：月4回　3,000円
　小学校1～3年生まで
　※駕与丁公園を走ります。
　　（雨天時は室内にて実施）

★幼児におすすめ★★幼児におすすめ★

かすやドームは幅広い年齢層の方々が
楽しく運動を行える施設です

かすやドームは幅広い年齢層の方々が
楽しく運動を行える施設です

★初めてプールを使う大人の方におすすめ★★初めてプールを使う大人の方におすすめ★

★ランニングを始めたい
　　　　　　　　方におすすめ★

★ランニングを始めたい
　　　　　　　　方におすすめ★

★気軽にスポーツを
　　　　したい方におすすめ★

★気軽にスポーツを
　　　　したい方におすすめ★

★小学生におすすめ★★小学生におすすめ★

★65歳以上の方におすすめ★★65歳以上の方におすすめ★

寒い冬は、ランニングのベスト
シーズンです。
全く走ったことがない方から
ランニングの大会を目指す方
まで様々な方に参加して頂け
るランニング教室を開催して
います。
◎大人ランニング教室
　日時：毎週火曜日　
　　　　19：30～21：00
　料金：1回　　1,300円
　　　　4回券　4,000円
　　　　（利用期限：8週間）

◎みんなでピンポン
　日時：毎週水・金曜日
　　　　　14：00～15：15

施設利用料金のみで参加できる
卓球広場です。
上手下手にかかわらず、みんな
で楽しくピンポンしませんか。
65歳以上の方もたくさん参加
されています。

　　　　　 ラケットやピン球
　　　　　 はこちらで準備し
　　　　　 ます。

体育館のスタジオで様々なシルバーレッスンを開催
しています。65歳以上の方は、150円で受講できます。
◎柔軟体操　　　　　マットを使ってゆっくり運動します。
◎イスで体操　　　　イスに座って運動します。
◎ウォーキング体操　立位でリズムに合わせて運動します。　
ご自分の体力に合わせてみんなで楽しく体を動かして
いきましょう。
※各教室の日程はお問い合わせ下さい。

まずは歩行コースで水中ウォーキング
を始めてみませんか。
膝や腰に負担をかけずに有酸素運動を
行えます。

◎水中ウォーキング入門
　 日時：毎週木曜日　13：00～13：30
　 料金：プール使用料＋300円
　　　　　　　　安全で効果的な歩き方
　　　　　　　　を指導します。
　　　　　　　※歩行コースは高校生以上
　　　　　　　　から利用できます。

何から始めたらいい
のかまだ

分からない子は、チ
ャレンジ

スポーツや女子スポ
ーツ（女子

限定）から始めてみ
ませんか。

色々なスポーツに挑
戦して、

自分が好きなスポー
ツを

見つけましょう。

１回単位で気軽に参加でき
ます。初回はスタジオ受講
登録が必要です。(無料)
トレーニング室講習会を受
講された方はいつでも参加
できます。

かすやドームのプールは、
1年中遊泳できます。
（温水プール・水温30℃）
体力アップ、シェイプアップ
リフレッシュ、健康増進
様々な目的で利用できます。
※水泳キャップ・水着が必要です

幼児の教室は、クール制の水泳・体操・
ミニサッカー・テニスを開催していま
す。次期クールにつきましては、お問
い合わせ下さい。
2歳以上の幼児は、保護者（20歳以上の方）と
一緒にプールに遊びにきませんか。
水深60cmの幼児用プールで安心して遊泳
できます。ドーナツ型の浮輪も幼児用プー

ルで利用することができます。
寒い冬でも、温水プールで楽し
く水遊びしましょう。

月極の他にも、クール制
の水泳・テニス・体操教
室があります。
まずは、月極の教室から
始めてみませんか。

★みんなにおすすめ★★みんなにおすすめ★

駕与丁公園
をみんなで

　　楽しく
走りません

か？
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・・・さくらホール ・・・多目的ホール

※催し物は変更・追加及び中止することがあります。あらかじめご了承ください。

●開館時間　　　9：00～22：00
●予約受付時間　9：00～21：00 ホームページは　粕屋町　サンレイク　検索

このページに関するお問い合わせは、☎931－3309『サンレイクかすや』まで

サンレイクかすやで企画されたコーナーです。

2月3日(月)は休館日です。

2月の催し物
開催日 会場催 事 名

2
(日)

9
(日)

23
(日)

11
(火)
(祝)

26
(水)

8
(土)

16
(日)

15
(土)

～

ピアノ発表会

ゆりの樹ミュージカル

問合せ　竹山ピアノ教室
☎080-6425-0103

問合せ　吉塚ゆりの樹幼稚園
☎092-621-1055

開演　14:00

3月の催し物
開催日 会場催 事 名

9
(日)

16
(日)

23
(日)

30
(日)

問合せ　博多幼稚園
☎092-681-1107

年少の部 9：30　年中の部 11：00　年長の部 13：00
なかよしみんなの音楽会

第35回 なかよしみんなの音楽会

問合せ　博多中央幼稚園
☎092-681-3131

☎092-935-9019　松尾

11：00～15：00

スタインウェイを弾こう♪

午前の部　10：00　　午後の部　13:00

開場　15:30　　開演　16：00

サーカス　コンサート
～We Love Harmony～ 

糟屋郡退職教職員の会
作品展示会

問合せ　糟屋郡退職教職員の会

展
示
ホ
ー
ル

2月23日(日)　さくらホール
サーカス　コンサート
～We Love Harmony～ 

2月15日(土)・16日(日)　さくらホール

スタインウェイを弾こう♪

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会

定員となり次第、締切りとさせていただきます。

※ピアノ教室でのご利用はご遠慮ください。

サンレイクかすや窓口にて受付中

使用料
町内 ￥1,000/1時間
 町外 ￥1,500/1時間

※(1人2時間まで)

開場　9:30　　開演　10:00

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会

※未就学児のご入場はご遠慮ください。
※前売券完売の場合は、当日券はございません。ご了承ください。

サンレイクかすや受付にて好評発売中

地元コーラスグループ
「ハーモニックコスモスKASUYA」
との夢の共演もお楽しみください

ビーズアクセサリー講座

今年度も、たくさんの素適な作品ができました。
文化祭にも出品していただき、展示会場を盛り上げて
くださいました。
たくさんのご参加ありがとうございました。

サンレイク自主講座報告

来年度
の講座

にも

　乞う
ご期待

第5回 Bean Kids ダンス発表会

第８回 すこやか春の文化祭

☎092-651-1522

第7回 定期演奏会

 ☎080-3964-0139　松村

問合せ　ふくおか健康友の会

問合せ　管弦楽団　紬

作品展示　10:30
舞台発表　11:00

第4回 弦楽アンサンブル会

 ☎090-2850-2981　橋川
開場　9:45　　開演　10:15

開場　13:30　　開演　14:00

 ☎092-938-6120
問合せ　わたなべミュージックステーション

開演　15:00

全席自由　￥1,000

 ☎080-6415-2685　宮川

全席
指定

前売券　￥2,500
当日券　￥3,000

開場　15:30
開演　16:00 施

設
情
報
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かすやドームで企画されたコーナーです。

このページについては、かす
やドーム（☎939-5130）へ
お問い合わせください。

★営業時間

★トレーニング室初回講習会（毎日4回開催）

体育館 プール

　
10:00～21:30
10:00～19:30

   10:00～22:00
9:00～21:00

火～金曜日
土・日・祝
＊平日の月曜日は休館日となります。
＊施設予約の受付は閉館の30分前まで。

＊教室チラシ等、詳細はホームページでも確認できます。

 平　日　11：00　13：00　15：00　20：00
 土日祝　11：00　13：00　15：00　17：00

★施設利用料(2時間）★施設利用料(2時間）

・体育館（当日2時間）及び武道場
 トレーニング室、スタジオ
　　[300円　一般]
　　[150円　高校生・65歳～ ]
・プールアリーナ
　　[400円　一般] 
　　[300円　高校生]
　　[200円　小・中学生･65歳～ ]
　　[100円　幼児]

＊幼児は2歳以上でおむつが完全にとれ
ていないとプール利用はできません。

室内用シューズと
運動ができる服装
が必要です。

※初めてトレーニング室をご利用の方は、初回講習会の受講が必要です。

◎こどもスポーツ教室
　・フットサル
　・ハンドボール
　・チャレンジスポーツ
　・女子スポ
　日時：毎週火～金曜日　17：00～
　料金：月4回　
　　　　1,500円～3,000円
　小学校1～6年生まで
　※開催日・料金は各教室・ステージ
　　によって異なります。

◎こどもランニング教室
　日時：毎週土曜日　9：30～10：30
　料金：月4回　3,000円
　小学校1～3年生まで
　※駕与丁公園を走ります。
　　（雨天時は室内にて実施）

★幼児におすすめ★★幼児におすすめ★

かすやドームは幅広い年齢層の方々が
楽しく運動を行える施設です

かすやドームは幅広い年齢層の方々が
楽しく運動を行える施設です

★初めてプールを使う大人の方におすすめ★★初めてプールを使う大人の方におすすめ★

★ランニングを始めたい
　　　　　　　　方におすすめ★

★ランニングを始めたい
　　　　　　　　方におすすめ★

★気軽にスポーツを
　　　　したい方におすすめ★

★気軽にスポーツを
　　　　したい方におすすめ★

★小学生におすすめ★★小学生におすすめ★

★65歳以上の方におすすめ★★65歳以上の方におすすめ★

寒い冬は、ランニングのベスト
シーズンです。
全く走ったことがない方から
ランニングの大会を目指す方
まで様々な方に参加して頂け
るランニング教室を開催して
います。
◎大人ランニング教室
　日時：毎週火曜日　
　　　　19：30～21：00
　料金：1回　　1,300円
　　　　4回券　4,000円
　　　　（利用期限：8週間）

◎みんなでピンポン
　日時：毎週水・金曜日
　　　　　14：00～15：15

施設利用料金のみで参加できる
卓球広場です。
上手下手にかかわらず、みんな
で楽しくピンポンしませんか。
65歳以上の方もたくさん参加
されています。

　　　　　 ラケットやピン球
　　　　　 はこちらで準備し
　　　　　 ます。

体育館のスタジオで様々なシルバーレッスンを開催
しています。65歳以上の方は、150円で受講できます。
◎柔軟体操　　　　　マットを使ってゆっくり運動します。
◎イスで体操　　　　イスに座って運動します。
◎ウォーキング体操　立位でリズムに合わせて運動します。　
ご自分の体力に合わせてみんなで楽しく体を動かして
いきましょう。
※各教室の日程はお問い合わせ下さい。

まずは歩行コースで水中ウォーキング
を始めてみませんか。
膝や腰に負担をかけずに有酸素運動を
行えます。

◎水中ウォーキング入門
　 日時：毎週木曜日　13：00～13：30
　 料金：プール使用料＋300円
　　　　　　　　安全で効果的な歩き方
　　　　　　　　を指導します。
　　　　　　　※歩行コースは高校生以上
　　　　　　　　から利用できます。

何から始めたらいい
のかまだ

分からない子は、チ
ャレンジ

スポーツや女子スポ
ーツ（女子

限定）から始めてみ
ませんか。

色々なスポーツに挑
戦して、

自分が好きなスポー
ツを

見つけましょう。

１回単位で気軽に参加でき
ます。初回はスタジオ受講
登録が必要です。(無料)
トレーニング室講習会を受
講された方はいつでも参加
できます。

かすやドームのプールは、
1年中遊泳できます。
（温水プール・水温30℃）
体力アップ、シェイプアップ
リフレッシュ、健康増進
様々な目的で利用できます。
※水泳キャップ・水着が必要です

幼児の教室は、クール制の水泳・体操・
ミニサッカー・テニスを開催していま
す。次期クールにつきましては、お問
い合わせ下さい。
2歳以上の幼児は、保護者（20歳以上の方）と
一緒にプールに遊びにきませんか。
水深60cmの幼児用プールで安心して遊泳
できます。ドーナツ型の浮輪も幼児用プー

ルで利用することができます。
寒い冬でも、温水プールで楽し
く水遊びしましょう。

月極の他にも、クール制
の水泳・テニス・体操教
室があります。
まずは、月極の教室から
始めてみませんか。

★みんなにおすすめ★★みんなにおすすめ★

駕与丁公園
をみんなで

　　楽しく
走りません

か？



　
慢
性
腎
臓
病
は
か
な
り
進
行
す
る

ま
で
自
覚
症
状
が
出
な
い
た
め
、
適

切
な
治
療
を
受
け
ず
に
い
る
人
も
多

く
、
気
づ
い
た
時
に
は
人
工
透
析
と

い
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
、腎
臓
専
門
医
の
先
生
よ
り
、

腎
臓
の
働
き
や
検
査
の
見
方
、
腎
臓

に
優
し
い
日
常
生
活
の
過
ご
し
方
な

ど
を
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
1
日
（
土
）
午
後
1

時
30
分
〜
午
後
3
時
（
午
後
1
時
か

ら
受
付
）

▼
場
所
　
ク
リ
エ
イ
ト
篠
栗
　
研
修

棟
　
２
階
　
大
会
議
室
（
篠
栗
町
大

字
尾
仲
47-

1
）

▼
内
容
　
講
演
　「
知
っ
て
防
ご
う

慢
性
腎
臓
病
（
C
K
D
）」　※

講
師

国
立
病
院
機
構
　
福
岡
東
医
療
セ
ン

タ
ー
内
科
部
長
　
片
渕
律
子
先
生

（
腎
臓
専
門
医
）

▼
申
込
み
　
粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所

健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

☎ 

（
9
3
9
）
1
5
3
4

▼
申
込
締
切
　
2
月
21
日
（
金
）

▽
共
催
　
粕
屋
医
師
会
　
篠
栗
町

12
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
（
敬
称
略
）

次
の
方
々
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

酒
殿
区

酒
殿
区
老
人
ク
ラ
ブ

花
ケ
浦

酒

殿

97879573

阿
部   

英
明

安
河
内 

多
惠
子

安
河
内 

利
明

小
西 

清
吾

森
田 

公
壽

　
少
し
時
期
が
早
い
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
情
報
を
お
届
け

し
ま
す
。

　
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
、
須
恵
町
皿
山
公
園
で
は
約
3
万
本

の
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
、
そ
の
景
色
は
訪
れ
た
人
の
目
を
と
て
も
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。
斜
面
に
背
を
向
け
る
と
、

近
隣
市
町
ま
で
一
望
で
き
る
光
景
が
。

体
い
っ
ぱ
い
、
須
恵
町
の
自
然
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
開
花
情
報
は
４
月
下
旬
か
ら
須
恵

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
毎
年
４
月
29
日
（
昭

和
の
日
）
に
は
、「
商
工
つ
つ
じ
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
須
恵
町
役
場
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務
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詫
び
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】

　広
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か
す
や
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ペ
ー
ジ
「
御
礼
」
中
、
安
河
内
多
惠
子
様
の
寄
附
受
納
団
体
を
、

「
粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
、酒
殿
区
老
人
ク
ラ
ブ
」
と
掲
載
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
「
酒
殿
区
、
粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
酒
殿
区
老
人
ク
ラ
ブ
」
で
す
。

　ご
家
族
、
ご
親
族
の
方
々
並
び
に
多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
し
た
事
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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この企画は、糟屋地区各市町
の広報担当者が、我が町をＰ
Ｒし、糟屋地区の地域振興に
貢献することを目的として行
なっています。
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全
国
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働
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ラ

ブ
ル
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催

町の人口
平成25年 12月末現在
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18,211
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町内の交通事故 11月末現在

平成25年 累計
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件数

死者数

負傷者数

( 前年比 )

( 前年比 )

0

599

(-1)

(-18)

11月中

（1月の税金）

459

（+7)

 (+4) 　(-7)

　

　
福
岡
東
部
法
律
事
務
所(

弁
護
士

6
名)

の
ご
協
力
に
よ
り
、「
法
律

と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」
が
次
の

よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
弁
護
士
が
直
接
お
会
い
し
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。

・
相
談
内
容
は
固
く
秘
密
が
守
ら
れ

ま
す
。

・
相
談
は
無
料
で
す
。

▼
日
時
　
2
月
14
日
（
金
）
午
後
6

時
〜
午
後
8
時

▼
場
所
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
研
修 

室
3
・
4

▼
予
約
・
問
合
せ
　
電
話
で
の
予
約

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

☎ 

（
6
1
1
）
4
0
5
7

　   

0
9
0
（
2
3
9
4
）
9
3
1
9

川
口
學
ま
で

納め忘れていませんか

町県民税　　　　第 4期
国民健康保険税　第 8期

2月の税金

固定資産税　　　第 4期
国民健康保険税　第 9期

法
律
と
暮
ら
し
の

　
　
　
　
無
料
相
談

水道メーター器交換

　水道メーター器の有効期間 (8年
間 ) が満了する前に、町が委託した
次の指定業者が交換を行います。
　今月の交換対象宅の区域
　　内橋一区、内橋二区、内橋三区
　※交換工事で、代金を請求するこ
とは一切ありません。

指定委託業者
(有 ) 前田設備工業
(株 ) 倉田
松山工業 (株 )

問合せ
直接委託業者へ電話又は
粕屋町上下水道課
☎938-0239 まで

☎621-9928
☎938-2708
☎938-2245

水道メーター写真

ぜ
ひ
シ
ル
バ
ー
に

　お
任
せ
く
だ
さ
い

　
家
庭
・
事
業
所
で
お
困
り
に
な
っ

た
時
、
経
験
豊
富
な
高
齢
者
が
お
手

伝
い
し
ま
す
。

○
草
取
り
・
草
刈
○
植
木
剪
定
○
屋

外
屋
内
清
掃
○
田
畑
の
耕
起
作
業
○

育
児
の
支
援
（
子
守
・
子
育
て
・
育

児
中
の
家
事
手
伝
い
）
等
。

※

60
歳
以
上
の
町
民
の
方
で
、
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
は
、
会
員
に

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
つ

で
も
電
話
で
連
絡
を
。

▼
問
合
せ

　（公
社
）粕
屋
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
☎（
9
3
8
）
3
3
0
0

▼
勤
務
内
容
　
社
協
事
業
一
般
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
業
務
が
中
心
）

▼
資
格
　
普
通
自
動
車
免
許
所
有
者

▼
給
与
・
待
遇
等
　
時
給
8
0
0
円
、

福
利
厚
生
、
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
、

労
災
保
険

▼
勤
務
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
（
休
日…

週
休
2
日
制
・
年

末
年
始
・
盆
休
み
、
年
次
有
給
休
暇
）

▼
採
用
日
　
平
成
26
年
4
月
1
日

▼
応
募
方
法
　
履
歴
書（
写
真
貼
付
）

を
社
協
事
務
局
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。試
験
日
は
、

後
日
連
絡
し
ま
す
。

▼
締
め
切
り
　
2
月
28
日
（
金
）

▼
選
考
方
法
　
書
類
審
査
・
面
接

▼
問
合
せ
　
粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議

会
☎ 

（
9
3
8
）
6
8
4
4
担
当
：

齋
藤
・
伴
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市
町
村
立
学
校
の
講
師

登
録
制
度
の
ご
案
内

　
市
町
村
立
学
校
の
講
師
、
養
護
助
教

諭
、
学
校
栄
養
士
代
理
職
員
、
学
校
事

務
代
理
職
員
の
希
望
者
を
登
録
し
て
い

ま
す
。
該
当
免
許
状
を
お
持
ち
の
方
は

ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
勤
務
地
　
糟
屋
郡
、
古
賀
市
、
筑
紫

野
市
、
太
宰
府
市
、
大
野
城
市
、
春
日
市
、

宗
像
市
、
福
津
市
、
那
珂
川
町
、
糸
島
市

の
公
立
小
中
学
校

▼
登
録
方
法
　
福
岡
県
立
公
立
学
校

講
師
等
志
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

福
岡
教
育
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
志
願
書
は
福
岡
教
育
事
務
所
で
配

布
、福
岡
県
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
　
福
岡
教
育
事

務
所
総
務
課
教
職
員
係
☎（
6
4
3
）

0
1
1
3
　
※
該
当
資
格
等
、
お
問
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合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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糟
屋
自
立
支
援
事
務
所
を
開
設

　
福
岡
県
は
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
人

の
経
済
的
自
立
を
支
援
す
る
相
談
窓
口

「
糟
屋
自
立
相
談
支
援
事
務
所
」
を
12

月
9
日
に
新
し
く
開
設
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
が
困

窮
し
た
状
態
か
ら
早
期
に
脱
却
す
る
こ

と
を
支
援
す
る
た
め
、
相
談
支
援
員
が

個
々
の
状
態
に
応
じ
、
必
要
な
支
援
・

手
続
き
に
つ
な
ぐ
な
ど
の
相
談
支
援
を

実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
対
象
者
　
糟
屋
郡
に
お
住
ま
い

で
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人

▼
場
所
　
粕
屋
町
若
宮
1
丁
目
3
番

6
号
　
安
河
内
ビ
ル
1
階

▼
受
付
時
間
　
月
曜
日
〜
土
曜
日

（
祝
日
も
開
所
）
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
5
時
30
分（
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
ご
相
談
・
問
合
せ
　
☎（
9
3
8
）

3
0
0
1

福
岡
県
生
活
困
窮
者
自
立
促
進
支
援
モ
デ
ル
事
業

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

臨
時
職
員
募
集

(うち飲酒運転にかかわるもの 1件)
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慢
性
腎
臓
病
は
か
な
り
進
行
す
る

ま
で
自
覚
症
状
が
出
な
い
た
め
、
適

切
な
治
療
を
受
け
ず
に
い
る
人
も
多

く
、
気
づ
い
た
時
に
は
人
工
透
析
と

い
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
、腎
臓
専
門
医
の
先
生
よ
り
、

腎
臓
の
働
き
や
検
査
の
見
方
、
腎
臓

に
優
し
い
日
常
生
活
の
過
ご
し
方
な

ど
を
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
3
月
1
日
（
土
）
午
後
1

時
30
分
〜
午
後
3
時
（
午
後
1
時
か

ら
受
付
）

▼
場
所
　
ク
リ
エ
イ
ト
篠
栗
　
研
修

棟
　
２
階
　
大
会
議
室
（
篠
栗
町
大

字
尾
仲
47-

1
）

▼
内
容
　
講
演
　「
知
っ
て
防
ご
う

慢
性
腎
臓
病
（
C
K
D
）」　※

講
師

国
立
病
院
機
構
　
福
岡
東
医
療
セ
ン

タ
ー
内
科
部
長
　
片
渕
律
子
先
生

（
腎
臓
専
門
医
）

▼
申
込
み
　
粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所

健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

☎ 

（
9
3
9
）
1
5
3
4

▼
申
込
締
切
　
2
月
21
日
（
金
）

▽
共
催
　
粕
屋
医
師
会
　
篠
栗
町

12
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
（
敬
称
略
）

次
の
方
々
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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老
人
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ラ
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公
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少
し
時
期
が
早
い
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
情
報
を
お
届
け

し
ま
す
。

　
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
、
須
恵
町
皿
山
公
園
で
は
約
3
万
本

の
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
、
そ
の
景
色
は
訪
れ
た
人
の
目
を
と
て
も
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。
斜
面
に
背
を
向
け
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と
、

近
隣
市
町
ま
で
一
望
で
き
る
光
景
が
。

体
い
っ
ぱ
い
、
須
恵
町
の
自
然
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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に
多
く
の
関
係
者
の
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ご
協
力
に
よ
り
、「
法
律

と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」
が
次
の

よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
弁
護
士
が
直
接
お
会
い
し
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。

・
相
談
内
容
は
固
く
秘
密
が
守
ら
れ

ま
す
。

・
相
談
は
無
料
で
す
。

▼
日
時
　
2
月
14
日
（
金
）
午
後
6

時
〜
午
後
8
時

▼
場
所
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
研
修 

室
3
・
4

▼
予
約
・
問
合
せ
　
電
話
で
の
予
約

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

☎ 

（
6
1
1
）
4
0
5
7

　   

0
9
0
（
2
3
9
4
）
9
3
1
9

川
口
學
ま
で

納め忘れていませんか

町県民税　　　　第 4期
国民健康保険税　第 8期

2月の税金

固定資産税　　　第 4期
国民健康保険税　第 9期

法
律
と
暮
ら
し
の

　
　
　
　
無
料
相
談

水道メーター器交換

　水道メーター器の有効期間 (8年
間 ) が満了する前に、町が委託した
次の指定業者が交換を行います。
　今月の交換対象宅の区域
　　内橋一区、内橋二区、内橋三区
　※交換工事で、代金を請求するこ
とは一切ありません。

指定委託業者
(有 ) 前田設備工業
(株 ) 倉田
松山工業 (株 )

問合せ
直接委託業者へ電話又は
粕屋町上下水道課
☎938-0239 まで

☎621-9928
☎938-2708
☎938-2245

水道メーター写真

ぜ
ひ
シ
ル
バ
ー
に

　お
任
せ
く
だ
さ
い

　
家
庭
・
事
業
所
で
お
困
り
に
な
っ

た
時
、
経
験
豊
富
な
高
齢
者
が
お
手

伝
い
し
ま
す
。

○
草
取
り
・
草
刈
○
植
木
剪
定
○
屋

外
屋
内
清
掃
○
田
畑
の
耕
起
作
業
○

育
児
の
支
援
（
子
守
・
子
育
て
・
育

児
中
の
家
事
手
伝
い
）
等
。

※

60
歳
以
上
の
町
民
の
方
で
、
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
は
、
会
員
に

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
つ

で
も
電
話
で
連
絡
を
。

▼
問
合
せ

　（公
社
）粕
屋
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
☎（
9
3
8
）
3
3
0
0

▼
勤
務
内
容
　
社
協
事
業
一
般
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
業
務
が
中
心
）

▼
資
格
　
普
通
自
動
車
免
許
所
有
者

▼
給
与
・
待
遇
等
　
時
給
8
0
0
円
、

福
利
厚
生
、
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
、

労
災
保
険

▼
勤
務
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
（
休
日…

週
休
2
日
制
・
年

末
年
始
・
盆
休
み
、
年
次
有
給
休
暇
）

▼
採
用
日
　
平
成
26
年
4
月
1
日

▼
応
募
方
法
　
履
歴
書（
写
真
貼
付
）

を
社
協
事
務
局
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。試
験
日
は
、

後
日
連
絡
し
ま
す
。

▼
締
め
切
り
　
2
月
28
日
（
金
）

▼
選
考
方
法
　
書
類
審
査
・
面
接

▼
問
合
せ
　
粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議

会
☎ 

（
9
3
8
）
6
8
4
4
担
当
：

齋
藤
・
伴

全
国
一
斉
　
労
働
ト
ラ

ブ
ル
1
1
0
番
　
開
催

　

市
町
村
立
学
校
の
講
師

登
録
制
度
の
ご
案
内

　
市
町
村
立
学
校
の
講
師
、
養
護
助
教

諭
、
学
校
栄
養
士
代
理
職
員
、
学
校
事

務
代
理
職
員
の
希
望
者
を
登
録
し
て
い

ま
す
。
該
当
免
許
状
を
お
持
ち
の
方
は

ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
勤
務
地
　
糟
屋
郡
、
古
賀
市
、
筑
紫

野
市
、
太
宰
府
市
、
大
野
城
市
、
春
日
市
、

宗
像
市
、
福
津
市
、
那
珂
川
町
、
糸
島
市

の
公
立
小
中
学
校

▼
登
録
方
法
　
福
岡
県
立
公
立
学
校

講
師
等
志
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

福
岡
教
育
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
志
願
書
は
福
岡
教
育
事
務
所
で
配

布
、福
岡
県
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
　
福
岡
教
育
事

務
所
総
務
課
教
職
員
係
☎（
6
4
3
）

0
1
1
3
　
※
該
当
資
格
等
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

全
国
一
斉
　
労
働
ト
ラ

ブ
ル
1
1
0
番
　
開
催

　

糟
屋
自
立
支
援
事
務
所
を
開
設

　
福
岡
県
は
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
人

の
経
済
的
自
立
を
支
援
す
る
相
談
窓
口

「
糟
屋
自
立
相
談
支
援
事
務
所
」
を
12

月
9
日
に
新
し
く
開
設
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
が
困

窮
し
た
状
態
か
ら
早
期
に
脱
却
す
る
こ

と
を
支
援
す
る
た
め
、
相
談
支
援
員
が

個
々
の
状
態
に
応
じ
、
必
要
な
支
援
・

手
続
き
に
つ
な
ぐ
な
ど
の
相
談
支
援
を

実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
対
象
者
　
糟
屋
郡
に
お
住
ま
い

で
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人

▼
場
所
　
粕
屋
町
若
宮
1
丁
目
3
番

6
号
　
安
河
内
ビ
ル
1
階

▼
受
付
時
間
　
月
曜
日
〜
土
曜
日

（
祝
日
も
開
所
）
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
5
時
30
分（
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
ご
相
談
・
問
合
せ
　
☎（
9
3
8
）

3
0
0
1

福
岡
県
生
活
困
窮
者
自
立
促
進
支
援
モ
デ
ル
事
業

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

臨
時
職
員
募
集

(うち飲酒運転にかかわるもの 1件)
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い
ろ
い
ろ
情
報

い
ろ
い
ろ
情
報
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行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

２月の行事予定表２月の行事予定表

3　(月)
 
 

4　(火)

5　(水)

6　(木)

8　(土)
9　(日)
10　(月)

12　(水)
 

13　(木)

14　(金)

18　(火)

19　(水)

20　(木)

21　(金)

22　(土)

23　(日)

25　(火)
26　(水)

27　(木)

SDD全国こども飲酒運転根絶書道展 8:30～17:00 粕屋町役場 1階 町民ホール　2月21日(金)まで開催
健康相談 9:00～12:00 健康センター 
ウォーキング日 9:30～　　　 健康センター 町内をウォーキング（どなたでも参加できます）
親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児
特設人権相談 10:00～15:00 福祉センター 
古文書解読講座 13:30～15:30 粕屋フォーラム 2階 視聴覚室 
行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと相談 10:00～12:00 福祉センター 
子育て支援イベント 10:30～12:00 わかば保育園 冬の身体測定～手形・足形～
子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 木のパズルで遊ぼう
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 2月のお誕生会
上映会 14:00～　　　 粕屋フォーラム 2階 視聴覚室
飲酒運転根絶町民運動の日   
子育て支援イベント 9:30～10:30 青葉はるまち保育園 わらべ歌（※要予約）
マタニティ相談 13:00～14:30 健康センター 前日までに予約してください
赤ちゃん相談 13:00～15:00 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）
子育て支援イベント 10:30～12:00 わかば保育園 バレンタイン
子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象）
第4回歴史講座 19:30～21:00 サンレイクかすや 多目的ホール
10か月児健診 13:00～13:40 健康センター 平成25年4月生まれの児
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 2階 防災会議室
子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 パネルシアター
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 パネルシアター
3歳児健診 12:50～13:40 健康センター 平成23年1月生まれの児
2歳児歯科健診 13:10～13:50 健康センター 平成23年10月生まれの児
心配ごと相談 10:00～12:00 福祉センター 
お楽しみ園庭開放 10:00～11:00 中央保育所 マラソンごっこ
子育て広場 10:00～11:30 仲原保育所 マラソンごっこ
子育て支援イベント 10:30～12:00 わかば保育園 親子クッキング※要予約
子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
交通街頭立番　　　　　　　　　　朝の通学時  町内 
4か月児健診 13:20～13:50 健康センター 平成25年10月生まれの児
子育て支援イベント 9:30～10:30 青葉はるまち保育園 絵本と紙しばい（※要予約）
子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 わんぱくキッズ（ボールで遊ぼう）
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 運動遊び（0・1・2歳児対象）
お楽しみ園庭開放 10:00～11:00 西保育所 身体を使って遊ぼう
ウォーキング日 9:30～　　　 健康センター 町内をウォーキング（どなたでも参加できます）
粕屋ひなまつり展 10:00～17:00 粕屋フォーラム 2階 展示室　3月23日(日)まで開催
ひな人形づくり教室 10:30～15:30 粕屋フォーラム 2階 視聴覚室 子どもの部…10:30～12:00、一般の部…13:30～15:30
日曜パパママ学級 10:00～12:00 健康センター 対象の方には通知いたします
雑学セミナー 14:00～15:30 粕屋フォーラム 2階 視聴覚室「川柳に見る男と女」
古文書解読講座 13:30～15:30 粕屋フォーラム 2階 視聴覚室
4か月児健診 13:00～13:40 健康センター 平成25年10月生まれの児
1歳6か月児健診 12:50～13:40 健康センター 平成24年7月生まれの児
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 2階 防災会議室
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 ひな祭り製作

2　(日)

3　(月)

粕屋町軽スポーツ大会 9:15～12:00 かすやドーム 
健康相談 9:00～12:00 健康センター 
ウォーキング日 9:30～　　　 健康センター 町内をウォーキング（どなたでも参加できます）
親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児
お楽しみ園庭開放 10:00～11:00 中央保育所 ひなまつり会
子育て広場 10:00～11:30 仲原保育所 ひなまつり会
お楽しみ園庭開放 10:00～11:00 西保育所 ひなまつり会

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

３月の行事予定表３月の行事予定表
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